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一日も早く
　マスク取って

　　  風を感じたい

一日も早く
　マスク取って

　　  風を感じたい
与那古浜公園「希望のサクラ」開花…13ページ
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友
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登
録
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こ
ち
ら



与那原町
よ な ばる ちょう 所

信
表
明

　
照
屋
勉
与
那
原
町
長
は
、３
月
８
日
に
行
わ
れ
た
定
例
議
会
の
席
上
で
令
和
３
年
度
の

町
長
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

（要旨）

※

文
中
で
は
令
和
３
年
度
を「
今
年
度
」と
し
て
い
ま
す

令
和
３
年
度

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、ご
家
族

の
方
々
に
慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。ま
た
、罹
患
さ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、い
ま
だ

終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
で
、こ
の

間
、町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
も
多

く
の
制
約
を
お
願
い
し
、感
染
拡
大

防
止
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
最
前
線
で
奮
闘
中
の

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
、さ
ら
に
高

齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
介
護

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
与
那
原
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
地

域
の
医
療
関
係
者
と
協
力
し
て
接
種

の
仕
組
み
を
つ
く
り
、役
場
全
体
で

準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。職
員
全
員

で
感
染
予
防
に
努
め
、町
民
生
活
と

地
域
経
済
向
上
の
た
め
、国
・
県
と
と

も
に
す
み
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

感
染
症
対
策

一
般
会
計
予
算

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、83
億

３
千
５
百
万
円
で
、前
年
度
比
18
億

５
千
３
百
万
円
、18
・
２
％
減
で
、収

支
不
足
分
は
、財
政
調
整
基
金
３
億

４
千
８
百
万
円
余
り
を
取
り
崩
し
て

の
予
算
編
成
で
す
。

■ 
歳
入

　
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実

質
的
な
地
方
交
付
税
は
、前
年
度
比

２
億
２
千
万
円
増
の
22
億
８
千
２

百
万
円
余
り
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、町
税
で
は
法
人
町
民
税
で
千

３
百
万
円
の
減
は
あ
る
も
の
の
、町

民
税
全
体
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
で
４
百
万
円
の
増
、軽

自
動
車
税
で
２
百
万
円
の
減
、町
た

ば
こ
税
で
１
千
４
百
万
円
の
減
で
、

前
年
度
比
１
千
２
百
万
円
減
の
17

億
１
千
３
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
経
済
状

況
の
中
、自
主
財
源
を
守
る
た
め
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
上
で
引
き
続
き
正
し
い

課
税
・
納
付
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■ 

歳
出

　
親
川
拝
所
の
整
備
に
２
億
１
千

万
円
あ
ま
り
、与
那
原
中
学
校
の
大

規
模
改
修
で
３
千
８
百
万
円
、与
那

原
東
小
学
校
の
教
室
増
築
に
１
億

１
千
９
百
万
円
を
予
定
し
、保
育
所

運
営
費
、社
会
福
祉
費
や
社
会
保
障

費
な
ど
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
た
厳
し
い

予
算
編
成
で
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
、公
共
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の

多
様
化
に
よ
る
行
政
需
要
の
増
加
な

ど
課
題
山
積
で
す
が
、将
来
を
見
据

え
、業
務
を
見
直
し
、財
政
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
、持
続
で
き
る
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■ 

新
庁
舎

　
新
庁
舎
と
町
民
ホ
ー
ル
は
３
月

末
に
完
成
し
、４
月
10
日
に
落
成
式

と
内
覧
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
ホ
ー
ル
は
、施
設
名
称
を
公

募
し
、１
１
９
点
の
名
称
応
募
の
中

か
ら「
上
の
森
か
な
ち
ホ
ー
ル
」に
決

定
し
ま
し
た
。施
設
へ
の
愛
着
を
深

め
、今
ま
で
に
な
い
住
民
交
流
の
場

づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
両
施
設
と
も
５
月
６
日
の
業
務

開
始
に
向
け
、支
障
が
な
い
よ
う
万

全
の
態
勢
で
臨
み
ま
す
。

■ 

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

　
町
の
最
上
位
計
画
・
第
５
次
与
那

原
町
総
合
計
画
の
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
、昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
２
期
与
那
原
町
創
生
総
合

戦
略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
く「
ま
ち

の
創
生
」「
ひ
と
の
創
生
」「
し
ご
と
の

創
生
」を
基
本
に
、地
域
特
性
を
活

か
し
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
10
年
目
を
迎
え
る
一
括
交
付
金
を

使
っ
て
の
業
務
は
、補
助
事
業
で
で
き

な
か
っ
た
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、町
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し

て
き
ま
し
た
。今
後
は
、こ
れ
ま
で
の

仕
事
の
内
容
を
チ
ェッ
ク
し
、与
那
原

町
を
魅
力
的
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、

今
年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
る
町
の

一
括
交
付
金
事
業
を
さ
ら
に
活
用

し
、次
期
沖
縄
振
興
計
画
の
策
定
内

容
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、そ
の

あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

■ 

交
通
政
策

　
町
総
合
交
通
基
本
計
画
で
定
め

た
基
本
理
念
に
沿
い
、ス
ム
ー
ズ
な

交
通
体
系
を
つ
く
る
た
め
、今
年
度

も
引
き
続
き
地
域
総
合
交
通
戦
略

を
具
体
的
に
進
め
ま
す
。

■  

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
と

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

　
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
建
設
は
、

業
務
主
体
で
あ
る
沖
縄
県
が
新
し
い

事
業
の
方
式
や
財
源
確
保
に
取
り
組

ん
で
お
り
、そ
の
内
容
と
す
り
合
わ

せ
な
が
ら
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の
町

有
地
は
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
や
付

近
の
民
間
施
設
な
ど
の
協
力
で
相
乗

的
に
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、県
と
連
携
し
つ
つ
町
独
自
の
土

地
利
用
計
画
を
考
え
ま
す
。

■ 

東
海
岸
地
域

　
沖
縄
県
の
均
衡
あ
る
発
展
に
は
、

東
海
岸
地
域
の
発
展
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。中
城
湾
地
域
振
興
協
議
会
、東

海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議

会
の
構
成
市
町
村
同
士
で
協
力
し
、

沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
東
海
岸
地
域
開
発
を
う
な

が
し
、地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て

個
性
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

デ
ジ
タ
ル
行
政

　
国
が
定
め
た「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進

計
画
」に
基
づ
き
、住
民
基
本
台
帳
や

地
方
税
な
ど
17
業
務
の
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

広
め
、行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
進
め
ま
す
。ま
た
役
場
業
務
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
、

業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
し
、行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
業
務
を
効
率

化
し
ま
す
。

位　置　N26 1゚1'58.5"  E127 4゚5'17.5"
面　積　5.18km2

年平均気温　23．4℃
年間降水量　2321mm

呼　称　琉球語で「ユナバル」。
語　意　「ヨナ」は海岸のサンゴ砂（ユニ
　　　　またはヨナあるいはユナ）による。
　　　　「ハル」は開墾地の意。

町花木　　デイゴ
町　木　　リュウキュウコクタン
町　花　　ハイビスカス
町　魚　　ヨナバルマジク

町民憲章
　一、みんなでつくろう
　　　 みどり豊かな美しいまちを 
　一、みんなでそだてよう
　　　 奉仕するこころと福祉のまちを 
　一、みんなでめざそう
　　　 平和で明るい健康なまちを 
　一、みんなできずこう
　　　 かおり高い文化のまちを 
　一、みんなでのばそう
　　　 活気あふれる産業のまちを

町の人口（２月末現在・カッコ内は前月末比）

　男　　　9,867（+ 9）
　女　　 10,299（+ 6）
　計　　 20,166（+15）
世帯数　　8,606（+18）　

与那原町役場の窓口業務時間
平日／  ８時30分～12時
　　　13時～17時15分

　ただし、下記の窓口業務のみ12時～13
時も行っております。

▼住民課／住民票などの証明書発行のみ

▼税務課／所得証明書などの証明書発行
※上記以外の業務（申請やご相談など）は
　12時～13時には行っておりません。
※ほかすべての窓口は12時～13時がお休
　みです。

森
下
区
の
民
家
で
住
民
が
体
長

１
７
０
セ
ン
チ
の
ハ
ブ
を
捕
獲
。

畑
や
庭
先
、草
む
ら
で
作
業
す

る
際
は
ご
注
意
を
＝
３
月
10
日
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自
動
車
税
で
２
百
万
円
の
減
、町
た

ば
こ
税
で
１
千
４
百
万
円
の
減
で
、

前
年
度
比
１
千
２
百
万
円
減
の
17

億
１
千
３
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
経
済
状

況
の
中
、自
主
財
源
を
守
る
た
め
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
上
で
引
き
続
き
正
し
い

課
税
・
納
付
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■ 

歳
出

　
親
川
拝
所
の
整
備
に
２
億
１
千

万
円
あ
ま
り
、与
那
原
中
学
校
の
大

規
模
改
修
で
３
千
８
百
万
円
、与
那

原
東
小
学
校
の
教
室
増
築
に
１
億

１
千
９
百
万
円
を
予
定
し
、保
育
所

運
営
費
、社
会
福
祉
費
や
社
会
保
障

費
な
ど
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
た
厳
し
い

予
算
編
成
で
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
、公
共
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の

多
様
化
に
よ
る
行
政
需
要
の
増
加
な

ど
課
題
山
積
で
す
が
、将
来
を
見
据

え
、業
務
を
見
直
し
、財
政
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
、持
続
で
き
る
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■ 

新
庁
舎

　
新
庁
舎
と
町
民
ホ
ー
ル
は
３
月

末
に
完
成
し
、４
月
10
日
に
落
成
式

と
内
覧
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
ホ
ー
ル
は
、施
設
名
称
を
公

募
し
、１
１
９
点
の
名
称
応
募
の
中

か
ら「
上
の
森
か
な
ち
ホ
ー
ル
」に
決

定
し
ま
し
た
。施
設
へ
の
愛
着
を
深

め
、今
ま
で
に
な
い
住
民
交
流
の
場

づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
両
施
設
と
も
５
月
６
日
の
業
務

開
始
に
向
け
、支
障
が
な
い
よ
う
万

全
の
態
勢
で
臨
み
ま
す
。

■ 

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

　
町
の
最
上
位
計
画
・
第
５
次
与
那

原
町
総
合
計
画
の
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
、昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
２
期
与
那
原
町
創
生
総
合

戦
略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
く「
ま
ち

の
創
生
」「
ひ
と
の
創
生
」「
し
ご
と
の

創
生
」を
基
本
に
、地
域
特
性
を
活

か
し
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
10
年
目
を
迎
え
る
一
括
交
付
金
を

使
っ
て
の
業
務
は
、補
助
事
業
で
で
き

な
か
っ
た
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、町
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し

て
き
ま
し
た
。今
後
は
、こ
れ
ま
で
の

仕
事
の
内
容
を
チ
ェッ
ク
し
、与
那
原

町
を
魅
力
的
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、

今
年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
る
町
の

一
括
交
付
金
事
業
を
さ
ら
に
活
用

し
、次
期
沖
縄
振
興
計
画
の
策
定
内

容
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、そ
の

あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

■ 

交
通
政
策

　
町
総
合
交
通
基
本
計
画
で
定
め

た
基
本
理
念
に
沿
い
、ス
ム
ー
ズ
な

交
通
体
系
を
つ
く
る
た
め
、今
年
度

も
引
き
続
き
地
域
総
合
交
通
戦
略

を
具
体
的
に
進
め
ま
す
。

■  

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
と

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

　
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
建
設
は
、

業
務
主
体
で
あ
る
沖
縄
県
が
新
し
い

事
業
の
方
式
や
財
源
確
保
に
取
り
組

ん
で
お
り
、そ
の
内
容
と
す
り
合
わ

せ
な
が
ら
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の
町

有
地
は
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
や
付

近
の
民
間
施
設
な
ど
の
協
力
で
相
乗

的
に
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、県
と
連
携
し
つ
つ
町
独
自
の
土

地
利
用
計
画
を
考
え
ま
す
。

■ 

東
海
岸
地
域

　
沖
縄
県
の
均
衡
あ
る
発
展
に
は
、

東
海
岸
地
域
の
発
展
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。中
城
湾
地
域
振
興
協
議
会
、東

海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議

会
の
構
成
市
町
村
同
士
で
協
力
し
、

沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
東
海
岸
地
域
開
発
を
う
な

が
し
、地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て

個
性
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

デ
ジ
タ
ル
行
政

　
国
が
定
め
た「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進

計
画
」に
基
づ
き
、住
民
基
本
台
帳
や

地
方
税
な
ど
17
業
務
の
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

広
め
、行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
進
め
ま
す
。ま
た
役
場
業
務
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
、

業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
し
、行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
業
務
を
効
率

化
し
ま
す
。

位　置　N26 1゚1'58.5"  E127 4゚5'17.5"
面　積　5.18km2

年平均気温　23．4℃
年間降水量　2321mm

呼　称　琉球語で「ユナバル」。
語　意　「ヨナ」は海岸のサンゴ砂（ユニ
　　　　またはヨナあるいはユナ）による。
　　　　「ハル」は開墾地の意。

町花木　　デイゴ
町　木　　リュウキュウコクタン
町　花　　ハイビスカス
町　魚　　ヨナバルマジク

町民憲章
　一、みんなでつくろう
　　　 みどり豊かな美しいまちを 
　一、みんなでそだてよう
　　　 奉仕するこころと福祉のまちを 
　一、みんなでめざそう
　　　 平和で明るい健康なまちを 
　一、みんなできずこう
　　　 かおり高い文化のまちを 
　一、みんなでのばそう
　　　 活気あふれる産業のまちを

町の人口（２月末現在・カッコ内は前月末比）

　男　　　9,867（+ 9）
　女　　 10,299（+ 6）
　計　　 20,166（+15）
世帯数　　8,606（+18）　

与那原町役場の窓口業務時間
平日／  ８時30分～12時
　　　13時～17時15分

　ただし、下記の窓口業務のみ12時～13
時も行っております。

▼住民課／住民票などの証明書発行のみ

▼税務課／所得証明書などの証明書発行
※上記以外の業務（申請やご相談など）は
　12時～13時には行っておりません。
※ほかすべての窓口は12時～13時がお休
　みです。

森
下
区
の
民
家
で
住
民
が
体
長

１
７
０
セ
ン
チ
の
ハ
ブ
を
捕
獲
。

畑
や
庭
先
、草
む
ら
で
作
業
す

る
際
は
ご
注
意
を
＝
３
月
10
日
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産
業

生
活
環
境

地
域
福
祉

■ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
新
庁
舎
の
開
庁
に
合
わ
せ
、窓
口

申
請
に
か
か
る
時
間
を
短
く
す
る

「
窓
口
支
援
シ
ス
テ
ム
」を
取
り
入

れ
、事
務
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
高
め
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、い
つ
で
も
最
寄

り
の
コ
ン
ビ
ニ
で
各
証
明
書
の
交
付

が
受
け
ら
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
始

め
ま
す
。ま
た
町
税
な
ど
の
納
付
に

は
新
た
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
取

り
入
れ
、納
税
し
や
す
い
場
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

道
路

　
上
与
那
原
前
の
井
線
、与
原
19
号

線
と
上
与
那
原
19
号
線
の
整
備
は
、

今
年
度
も
用
地
購
入
や
物
件
補
償

を
進
め
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま

す
。ま
た
町
の
老
朽
化
し
た
橋
や
床

版
な
ど
の
修
繕
を
予
定
し
て
い
ま

す
。国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ

ス
は
、橋
の
工
事
が
進
み
、今
年
度
内

に
当
面
２
車
線
が
利
用
で
き
る
見
通

し
で
す
。

■ 

公
園

　
憩
い
の
場
の
提
供
や
緑
豊
か
な
生

活
の
場
づ
く
り
の
た
め
管
理
に
努

め
、与
原
公
園
拡
大
を
進
め
、レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■ 

都
市
計
画

　
与
那
原
町
で
は
初
め
て
、大
見
武

地
区
内
に
市
街
化
調
整
区
域
の
地

区
計
画
を
取
り
入
れ
て
市
街
化
区

域
を
広
げ
、実
生
活
に
沿
っ
た
地
域

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■ 

下
水
道

　
今
年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
で
、下
水
道
業
務
の
独
立
採

算
が
求
め
ら
れ
ま
す
。経
営
状
態
や

財
政
状
況
を
明
ら
か
に
し
、下
水
道

業
務
の
健
全
な
運
営
、透
明
性
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
仕
事
は
、汚
水
で

は
当
添
地
区
の
汚
水
管
布
設
工
事
、

雨
水
で
は
江
口
地
区
の
雨
水
管
布
設

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
人
口
接
続
率
は

76
・
３
％
で
、前
年
度
と
１
・
３
％
の

上
昇
で
す
。未
接
続
世
帯
に
は
広
報

や
戸
別
訪
問
、接
続
工
事
へ
の
補
助

金
交
付
な
ど
で
接
続
率
を
高
め
、水

路
や
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
浄

化
に
努
め
ま
す
。

■ 

水
道

　
今
年
５
月
か
ら
、上
下
水
道
課
も

新
し
い
庁
舎
で
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。上
下
水
道
庁
舎
跡
地
は
有

償
貸
付
で
自
主
財
源
を
守
り
な
が
ら

施
設
の
経
済
的
価
値
を
高
め
ま
す
。

貸
付
先
は
、町
民
の
雇
用
を
生
み
出

し
、地
元
の
経
済
を
活
性
化
で
き
、付

近
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
適
し
た
事
業

所
を
選
定
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、港
地
区
の
配
水
管
耐

震
化
工
事
、浜
田
地
区
の
配
水
管
新

設
工
事
、大
見
武
か
ら
浜
田
地
区
の

耐
震
化
設
計
業
務
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
漏
水
に
備
え
、施
設
の
改

良
や
更
新
、料
金
滞
納
者
の
低
減
な

ど
健
全
な
経
営
基
盤
で
町
民
の
皆
さ

ん
に
信
頼
性
の
高
い
水
を
提
供
し
ま

す
。

■ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

と
と
も
に
自
治
会
と
情
報
共
有
し
住

ま
い
を
提
供
し
ま
す
。

　
空
き
家
待
ち
入
居
募
集
で
は
、引

き
続
き
低
所
得
者
、高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
ほ
か
、住
宅
困
窮
者
に

対
し
優
先
的
に
募
集
し
ま
す
。さ
ら

に
、昨
年
度
に
定
め
た
長
寿
命
化
計

画
を
基
に
、設
備
機
器
の
更
新
や
施

設
を
修
繕
・
改
修
、施
設
の
長
寿
命

化
し
、財
政
支
出
の
平
準
化
に
よ
る

財
政
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
継
続
し
、修
繕
・
耐
震

補
強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
に
住
ま
い

を
整
え
る
支
援
を
し
ま
す
。

■ 

農
業

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
離

農
、後
継
者
不
足
に
よ
り
遊
休
農
地

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。営
農
意
向
調

査
や
利
用
意
向
調
査
で
農
地
の
状

況
が
見
え
る
よ
う
に
し
、Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
や
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の

農
業
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

若
い
農
業
従
事
者
や
積
極
的
な
農

業
従
事
者
へ
遊
休
農
地
な
ど
を
集

め
、地
域
農
業
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

■ 

水
産
業

　
昨
年
期
、県
内
の
ソ
デ
イ
カ
漁
は

過
去
10
年
間
で
も
２
番
目
に
少
な

い
漁
獲
量
で
し
た
が
、与
那
原
・
西

原
町
漁
業
協
同
組
合
の
漁
獲
量
は

４
０
５
ト
ン
で
２
年
連
続
県
内
１

位
で
し
た
。

　
昨
年
か
ら
当
添
漁
港
の
拡
張
が

進
み
、完
成
す
る
と
効
率
的
な
漁
業

活
動
が
後
押
し
さ
れ
、水
産
業
の
飛

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。今
後
も
与
那

原
・
西
原
町
漁
業
協
同
組
合
や
関
係

機
関
と
協
力
し
な
が
ら
水
産
業
発

展
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

商
工
業

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
場
は
大
変
厳
し
く
、商
工
会
と
と

も
に
今
後
も
事
業
者
へ
の
支
援
を
続

け
ま
す
。ま
た
、商
工
会
へ
の
育
成
補

助
、町
内
事
業
者
優
先
活
用
で
町
内

企
業
経
営
の
安
定
を
は
か
り
、地
元

生
産
者
の
生
産
意
欲
と
技
術
を
高

め
、特
産
品
認
定
を
今
ま
で
以
上
に

進
め
販
路
を
拡
大
し
ま
す
。

　
沖
縄
赤
瓦
・
レ
ン
ガ
に
よ
る
街
並

み
景
観
づ
く
り
を
進
め
、地
場
産
業

発
展
の
た
め
の「
沖
縄
赤
瓦
使
用
奨

励
金
交
付
制
度
」も
続
け
ま
す
。

■ 

観
光

　
昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
イ
ベ
ン

ト
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。令
和
元

年
度
に
累
計
６
万
人
あ
ま
り
を
集

客
し
た
与
那
原
大
綱
曳
ま
つ
り
も
例

外
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
年

度
も
、感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

開
催
を
判
断
し
、で
き
る
場
合
は
感

染
予
防
対
策
と
と
も
に「
与
那
原
町

と
言
え
ば
大
綱
曳
」の
イ
メ
ー
ジ
定

着
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
す
。ま
た
、

民
間
ツ
ー
リ
ス
ト
と
も
協
力
し
、コ

ロ
ナ
禍
中
の
新
し
い
観
光
の
あ
り
方

を
考
え
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
外
出
を
支
え
る

巡
回
型
町
内
バ
ス
実
証
実
験
は
、期

間
を
延
長
し
て
今
後
の
方
向
性
を
検

討
し
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
や
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
と
の
連
携
を
強
め
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
後
押
し
し
、地
域
の

見
守
り
を
強
め
ま
す
。

　
感
染
症
の
影
響
も
含
め
、生
活
の

困
り
ご
と
や
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、県
や
各
機
関
と
の
連
携
で
個
々

に
合
っ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

相
談
の
し
く
み
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
高
齢
の
方
に
は
、要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
ま
で
以
上
に

進
め
、医
療
・
介
護
の
協
力
を
強
化

し
切
れ
目
な
く
支
え
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
や
医
療
機
関
・
関
係
機
関
と
連
携

し
、地
域
の
理
解
や
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、ご
本
人
や
ご
家
族
の
視

点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。

　
障
害
者
の
方
に
は
、総
合
的
に
相

談
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、成
年
後

見
制
度
の
適
用
や
困
難
事
例
対
応

に
努
め
ま
す
。補
装
具
、日
常
生
活

用
具
の
給
付
、自
立
支
援
事
業
の
給

付
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

就
労
を
助
け
、互
い
に
個
性
を
尊
重

し
な
が
ら
多
様
な
形
で
社
会
参
加
で

き
る
よ
う
支
え
ま
す
。

■ 

年
金

　
年
金
制
度
を
広
め
、正
し
い
手
続

き
が
取
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

■ 

子
育
て

　
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
実

施
計
画
に
基
づ
き「
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
」を
尊
重
し
子
育
て
を
支
え

ま
す
。特
に
待
機
児
童
問
題
で
は
、保

育
園
の
改
築
で
受
け
入
れ
を
増
や

し
、修
学
資
金
貸
付
で
保
育
士
を
援

助
し
て
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
し

ま
す
。

　
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

は
、窓
口
で
の
医
療
費
支
払
い
を
必

要
と
し
な
い
現
物
給
付
を
今
年
９
月

を
目
標
に
始
め
、病
院
を
受
診
す
る

と
き
の
負
担
を
な
く
し
子
育
て
世
代

を
支
え
ま
す
。

　
昨
年
度
は
公
立
幼
稚
園
で
３
年

保
育
が
始
ま
り
、町
内
の
３
歳
以
上

の
す
べ
て
の
児
童
の
教
育
・
保
育
が

保
障
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
町
内
の

保
育
・
幼
稚
園
各
施
設
と
と
も
に
就

学
前
児
童
の
教
育
・
保
育
の
質
を
高

め
ま
す
。

　
外
出
自
粛
で
助
け
の
必
要
な
世

帯
や
子
ど
も
を
見
守
る
機
会
が
減

り
、Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
の
危
険
が
増

え
て
い
ま
す
。要
保
護
児
童
対
策
協

議
会
ほ
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
総
動
員

し
て
地
域
の
見
守
り
を
強
化
し
ま

す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
65
歳
以
上
か
ら
始
め
、町
内

の
医
療
機
関
と
と
も
に
個
別
接
種
と

上
の
森
か
な
ち
ホ
ー
ル
な
ど
で
の
集

団
接
種
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
ま
す
。

　
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
努
め
な

が
ら
各
種
健
診
・
健
康
相
談
を
行
い

ま
す
。「
新
た
な
生
活
様
式
」の
中
で

健
康
で
い
き
い
き
と
で
き
る
よ
う
生

活
習
慣
の
知
識
を
提
供
し
、妊
婦
・

乳
児
か
ら
成
人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支

え
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に「
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
事
業
」を
始
め
ま
す
。糖
尿
病
や

高
血
圧
な
ど
の
重
症
化
予
防
、疾
患

の
再
発
予
防
の
保
健
指
導
、通
い
の

場
を
使
っ
た
健
康
教
育（
フ
レ
イ
ル

予
防
）な
ど
を
行
い
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
と

           

後
期
高
齢
者
医
療

　
被
保
険
者
の
現
状
を
理
解
し
、徴

収
猶
予
や
減
免
制
度
を
お
知
ら
せ

し
な
が
ら
、正
し
い
賦
課
に
努
め
ま

す
。

　
今
年
度
も
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ

ト
点
検
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

進
め
る
な
ど
、医
療
費
が
適
正
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、各
申
請

な
ど
の
届
け
出
は
役
場
が
窓
口
の
た

め
、高
齢
者
に
分
か
り
や
す
く
丁
寧

に
対
応
し
ま
す
。ま
た「
健
康
寿
命
」

が
延
び
る
よ
う
、高
齢
者
向
け
に
各

区
で
行
う
ミ
ニ
デ
イ
へ
の
看
護
師
派

遣
や
健
康
運
動
教
室
を
行
い
ま
す
。
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産
業

生
活
環
境

地
域
福
祉

■ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
新
庁
舎
の
開
庁
に
合
わ
せ
、窓
口

申
請
に
か
か
る
時
間
を
短
く
す
る

「
窓
口
支
援
シ
ス
テ
ム
」を
取
り
入

れ
、事
務
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
高
め
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、い
つ
で
も
最
寄

り
の
コ
ン
ビ
ニ
で
各
証
明
書
の
交
付

が
受
け
ら
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
始

め
ま
す
。ま
た
町
税
な
ど
の
納
付
に

は
新
た
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
取

り
入
れ
、納
税
し
や
す
い
場
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

道
路

　
上
与
那
原
前
の
井
線
、与
原
19
号

線
と
上
与
那
原
19
号
線
の
整
備
は
、

今
年
度
も
用
地
購
入
や
物
件
補
償

を
進
め
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま

す
。ま
た
町
の
老
朽
化
し
た
橋
や
床

版
な
ど
の
修
繕
を
予
定
し
て
い
ま

す
。国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ

ス
は
、橋
の
工
事
が
進
み
、今
年
度
内

に
当
面
２
車
線
が
利
用
で
き
る
見
通

し
で
す
。

■ 

公
園

　
憩
い
の
場
の
提
供
や
緑
豊
か
な
生

活
の
場
づ
く
り
の
た
め
管
理
に
努

め
、与
原
公
園
拡
大
を
進
め
、レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■ 

都
市
計
画

　
与
那
原
町
で
は
初
め
て
、大
見
武

地
区
内
に
市
街
化
調
整
区
域
の
地

区
計
画
を
取
り
入
れ
て
市
街
化
区

域
を
広
げ
、実
生
活
に
沿
っ
た
地
域

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■ 

下
水
道

　
今
年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
で
、下
水
道
業
務
の
独
立
採

算
が
求
め
ら
れ
ま
す
。経
営
状
態
や

財
政
状
況
を
明
ら
か
に
し
、下
水
道

業
務
の
健
全
な
運
営
、透
明
性
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
仕
事
は
、汚
水
で

は
当
添
地
区
の
汚
水
管
布
設
工
事
、

雨
水
で
は
江
口
地
区
の
雨
水
管
布
設

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
人
口
接
続
率
は

76
・
３
％
で
、前
年
度
と
１
・
３
％
の

上
昇
で
す
。未
接
続
世
帯
に
は
広
報

や
戸
別
訪
問
、接
続
工
事
へ
の
補
助

金
交
付
な
ど
で
接
続
率
を
高
め
、水

路
や
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
浄

化
に
努
め
ま
す
。

■ 

水
道

　
今
年
５
月
か
ら
、上
下
水
道
課
も

新
し
い
庁
舎
で
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。上
下
水
道
庁
舎
跡
地
は
有

償
貸
付
で
自
主
財
源
を
守
り
な
が
ら

施
設
の
経
済
的
価
値
を
高
め
ま
す
。

貸
付
先
は
、町
民
の
雇
用
を
生
み
出

し
、地
元
の
経
済
を
活
性
化
で
き
、付

近
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
適
し
た
事
業

所
を
選
定
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、港
地
区
の
配
水
管
耐

震
化
工
事
、浜
田
地
区
の
配
水
管
新

設
工
事
、大
見
武
か
ら
浜
田
地
区
の

耐
震
化
設
計
業
務
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
漏
水
に
備
え
、施
設
の
改

良
や
更
新
、料
金
滞
納
者
の
低
減
な

ど
健
全
な
経
営
基
盤
で
町
民
の
皆
さ

ん
に
信
頼
性
の
高
い
水
を
提
供
し
ま

す
。

■ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

と
と
も
に
自
治
会
と
情
報
共
有
し
住

ま
い
を
提
供
し
ま
す
。

　
空
き
家
待
ち
入
居
募
集
で
は
、引

き
続
き
低
所
得
者
、高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
ほ
か
、住
宅
困
窮
者
に

対
し
優
先
的
に
募
集
し
ま
す
。さ
ら

に
、昨
年
度
に
定
め
た
長
寿
命
化
計

画
を
基
に
、設
備
機
器
の
更
新
や
施

設
を
修
繕
・
改
修
、施
設
の
長
寿
命

化
し
、財
政
支
出
の
平
準
化
に
よ
る

財
政
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
継
続
し
、修
繕
・
耐
震

補
強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
に
住
ま
い

を
整
え
る
支
援
を
し
ま
す
。

■ 

農
業

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
離

農
、後
継
者
不
足
に
よ
り
遊
休
農
地

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。営
農
意
向
調

査
や
利
用
意
向
調
査
で
農
地
の
状

況
が
見
え
る
よ
う
に
し
、Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
や
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の

農
業
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

若
い
農
業
従
事
者
や
積
極
的
な
農

業
従
事
者
へ
遊
休
農
地
な
ど
を
集

め
、地
域
農
業
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

■ 

水
産
業

　
昨
年
期
、県
内
の
ソ
デ
イ
カ
漁
は

過
去
10
年
間
で
も
２
番
目
に
少
な

い
漁
獲
量
で
し
た
が
、与
那
原
・
西

原
町
漁
業
協
同
組
合
の
漁
獲
量
は

４
０
５
ト
ン
で
２
年
連
続
県
内
１

位
で
し
た
。

　
昨
年
か
ら
当
添
漁
港
の
拡
張
が

進
み
、完
成
す
る
と
効
率
的
な
漁
業

活
動
が
後
押
し
さ
れ
、水
産
業
の
飛

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。今
後
も
与
那

原
・
西
原
町
漁
業
協
同
組
合
や
関
係

機
関
と
協
力
し
な
が
ら
水
産
業
発

展
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

商
工
業

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
場
は
大
変
厳
し
く
、商
工
会
と
と

も
に
今
後
も
事
業
者
へ
の
支
援
を
続

け
ま
す
。ま
た
、商
工
会
へ
の
育
成
補

助
、町
内
事
業
者
優
先
活
用
で
町
内

企
業
経
営
の
安
定
を
は
か
り
、地
元

生
産
者
の
生
産
意
欲
と
技
術
を
高

め
、特
産
品
認
定
を
今
ま
で
以
上
に

進
め
販
路
を
拡
大
し
ま
す
。

　
沖
縄
赤
瓦
・
レ
ン
ガ
に
よ
る
街
並

み
景
観
づ
く
り
を
進
め
、地
場
産
業

発
展
の
た
め
の「
沖
縄
赤
瓦
使
用
奨

励
金
交
付
制
度
」も
続
け
ま
す
。

■ 

観
光

　
昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
イ
ベ
ン

ト
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。令
和
元

年
度
に
累
計
６
万
人
あ
ま
り
を
集

客
し
た
与
那
原
大
綱
曳
ま
つ
り
も
例

外
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
年

度
も
、感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

開
催
を
判
断
し
、で
き
る
場
合
は
感

染
予
防
対
策
と
と
も
に「
与
那
原
町

と
言
え
ば
大
綱
曳
」の
イ
メ
ー
ジ
定

着
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
す
。ま
た
、

民
間
ツ
ー
リ
ス
ト
と
も
協
力
し
、コ

ロ
ナ
禍
中
の
新
し
い
観
光
の
あ
り
方

を
考
え
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
外
出
を
支
え
る

巡
回
型
町
内
バ
ス
実
証
実
験
は
、期

間
を
延
長
し
て
今
後
の
方
向
性
を
検

討
し
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
や
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
と
の
連
携
を
強
め
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
後
押
し
し
、地
域
の

見
守
り
を
強
め
ま
す
。

　
感
染
症
の
影
響
も
含
め
、生
活
の

困
り
ご
と
や
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、県
や
各
機
関
と
の
連
携
で
個
々

に
合
っ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

相
談
の
し
く
み
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
高
齢
の
方
に
は
、要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
ま
で
以
上
に

進
め
、医
療
・
介
護
の
協
力
を
強
化

し
切
れ
目
な
く
支
え
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
や
医
療
機
関
・
関
係
機
関
と
連
携

し
、地
域
の
理
解
や
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、ご
本
人
や
ご
家
族
の
視

点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。

　
障
害
者
の
方
に
は
、総
合
的
に
相

談
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、成
年
後

見
制
度
の
適
用
や
困
難
事
例
対
応

に
努
め
ま
す
。補
装
具
、日
常
生
活

用
具
の
給
付
、自
立
支
援
事
業
の
給

付
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

就
労
を
助
け
、互
い
に
個
性
を
尊
重

し
な
が
ら
多
様
な
形
で
社
会
参
加
で

き
る
よ
う
支
え
ま
す
。

■ 

年
金

　
年
金
制
度
を
広
め
、正
し
い
手
続

き
が
取
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

■ 

子
育
て

　
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
実

施
計
画
に
基
づ
き「
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
」を
尊
重
し
子
育
て
を
支
え

ま
す
。特
に
待
機
児
童
問
題
で
は
、保

育
園
の
改
築
で
受
け
入
れ
を
増
や

し
、修
学
資
金
貸
付
で
保
育
士
を
援

助
し
て
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
し

ま
す
。

　
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

は
、窓
口
で
の
医
療
費
支
払
い
を
必

要
と
し
な
い
現
物
給
付
を
今
年
９
月

を
目
標
に
始
め
、病
院
を
受
診
す
る

と
き
の
負
担
を
な
く
し
子
育
て
世
代

を
支
え
ま
す
。

　
昨
年
度
は
公
立
幼
稚
園
で
３
年

保
育
が
始
ま
り
、町
内
の
３
歳
以
上

の
す
べ
て
の
児
童
の
教
育
・
保
育
が

保
障
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
町
内
の

保
育
・
幼
稚
園
各
施
設
と
と
も
に
就

学
前
児
童
の
教
育
・
保
育
の
質
を
高

め
ま
す
。

　
外
出
自
粛
で
助
け
の
必
要
な
世

帯
や
子
ど
も
を
見
守
る
機
会
が
減

り
、Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
の
危
険
が
増

え
て
い
ま
す
。要
保
護
児
童
対
策
協

議
会
ほ
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
総
動
員

し
て
地
域
の
見
守
り
を
強
化
し
ま

す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
65
歳
以
上
か
ら
始
め
、町
内

の
医
療
機
関
と
と
も
に
個
別
接
種
と

上
の
森
か
な
ち
ホ
ー
ル
な
ど
で
の
集

団
接
種
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
ま
す
。

　
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
努
め
な

が
ら
各
種
健
診
・
健
康
相
談
を
行
い

ま
す
。「
新
た
な
生
活
様
式
」の
中
で

健
康
で
い
き
い
き
と
で
き
る
よ
う
生

活
習
慣
の
知
識
を
提
供
し
、妊
婦
・

乳
児
か
ら
成
人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支

え
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に「
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
事
業
」を
始
め
ま
す
。糖
尿
病
や

高
血
圧
な
ど
の
重
症
化
予
防
、疾
患

の
再
発
予
防
の
保
健
指
導
、通
い
の

場
を
使
っ
た
健
康
教
育（
フ
レ
イ
ル

予
防
）な
ど
を
行
い
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
と

           

後
期
高
齢
者
医
療

　
被
保
険
者
の
現
状
を
理
解
し
、徴

収
猶
予
や
減
免
制
度
を
お
知
ら
せ

し
な
が
ら
、正
し
い
賦
課
に
努
め
ま

す
。

　
今
年
度
も
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ

ト
点
検
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

進
め
る
な
ど
、医
療
費
が
適
正
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、各
申
請

な
ど
の
届
け
出
は
役
場
が
窓
口
の
た

め
、高
齢
者
に
分
か
り
や
す
く
丁
寧

に
対
応
し
ま
す
。ま
た「
健
康
寿
命
」

が
延
び
る
よ
う
、高
齢
者
向
け
に
各

区
で
行
う
ミ
ニ
デ
イ
へ
の
看
護
師
派

遣
や
健
康
運
動
教
室
を
行
い
ま
す
。
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く
ら
し

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

■ 

消
防

　
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、消
防
を
充
実
強
化
し
ま
す
。ま
た

現
在
着
工
中
の
東
部
消
防
本
部
新

庁
舎
と
訓
練
塔
の
建
設
が
着
実
に
完

成
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

防
災
・
減
災

　
地
震
・
津
波
防
災
避
難
訓
練
を
各

区
の
自
主
防
災
組
織
や
関
係
機
関

と
協
力
し
て
行
い
ま
す
。備
蓄
食
料

や
飲
料
水
、備
蓄
品
な
ど
は
、沖
縄

観
光
防
災
力
強
化
支
援
事
業
な
ど

を
使
っ
て
整
え
ま
す
。

■ 

防
犯

　
安
全
・
安
心
な
生
活
の
場
に
す
る

た
め
、与
那
原
地
区
防
犯
協
会
や
与

那
原
警
察
署
、関
係
機
関
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
防
犯
を
広
め
ま
す
。

ま
た
、パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
防
犯

カ
メ
ラ
を
正
し
く
使
い
、犯
罪
を
未

然
に
防
ぎ
、安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

交
通
安
全

　
今
年
度
も
危
険
な
場
所
や
古
く

な
っ
た
交
通
安
全
施
設
な
ど
を
直
し

て
い
き
ま
す
。ま
た
、与
那
原
地
区
交

通
安
全
協
会
や
与
那
原
警
察
署
、学

校
関
係
者
や
地
域
の
交
通
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、交

通
安
全
啓
蒙
活
動
や
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

環
境
衛
生

　
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
強

化
、温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し
な
が

ら
循
環
型
社
会
の
形
成
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、南
部
広
域
行
政
組
合

と
と
も
に
最
終
処
分
場
の
運
営
や
焼

却
施
設
一
元
化
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

　
東
浜
水
路
は
観
光
資
源
と
し
て

県
や
西
原
町
と
協
力
し
な
が
ら
水

質
浄
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

教
育
行
政

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
目
標「
だ
れ

も
が
平
等
で
質
の
高
い
教
育
を
受
け

ら
れ
る
」「
子
ど
も
も
大
人
も
い
つ
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」の
実
現
に

務
め
ま
す
。

■ 

学
校
教
育

　
情
報
化
・
国
際
化
社
会
の
進
展
に

対
応
し
、か
つ
個
性
豊
か
で
自
己
実

現
に
向
け
て
努
力
を
す
る
児
童
生
徒

の
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。各
学
校
の
電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効

果
的
に
使
い
、だ
れ
一
人
取
り
残
さ

細
や
か
な
指
導
と
必
要
な
支
援
を

行
う「
特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導

教
室
」を
充
実
さ
せ
、「
特
別
支
援
教

育
支
援
員
」「
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
継
続
し
て
配
置

し
ま
す
。

　
就
学
援
助
制
度
を
児
童
生
徒
の

全
世
帯
に
お
知
ら
せ
し
、保
護
者
の

負
担
を
軽
減
し
、併
せ
て
県
が
就
学

援
助
世
帯
児
童
生
徒
へ
行
っ
て
い
る

無
料
塾
を
支
援
・
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
将
来
を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め

「
検
定
補
助
」も
継
続
し
ま
す
。ま
た

各
支
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
と
の
協
力

を
密
に
し
、家
庭
教
育
力
、地
域
教

育
力
を
高
め
ま
す
。

■ 

学
校
給
食

　
総
合
的
で
実
践
的
な「
食
育
教
育
」

の
充
実
に
努
め
、こ
れ
ま
で
以
上
に

衛
生
管
理
を
徹
底
し
、最
善
な
方
法

で
安
全
・
安
心
な
食
材
を
確
保
し
て

お
い
し
い
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま

す
。学
校
給
食
費
は
、引
き
続
き
保

護
者
の
皆
さ
ん
へ
口
座
振
替
ご
協
力

を
お
願
い
し
、収
納
対
策
も
行
い
ま

す
。

■ 

社
会
教
育
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

　
今
年
度
は「
上
の
森
か
な
ち
ホ
ー

ル
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。与
那
原
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
共
に
与

那
原
町
の
生
涯
学
習
を
盛
り
上
げ
る

場
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。ま
た「
生

涯
学
習
」を
後
押
し
し
、老
若
男
女

を
問
わ
ず
全
て
の
町
民
が
学
ぶ
楽
し

さ
と
生
き
甲
斐
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
健
全
な
心

身
を
育
成
す
る
た
め
、町
内
体
育
施

設
な
ど
を
進
ん
で
開
放
し
、各
団
体

と
の
協
力
で
指
導
者
の
育
成
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
で
は
、与
原
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
を
進
め
、私
た
ち
の

財
産
で
あ
る
文
化
財
の
保
護
や
活
用

に
努
め
ま
す
。ま
た
今
年
度
は
親
川

拝
所
整
備
事
業
が
最
終
年
度
で
、令

和
４
年
３
月
末
に
は
親
川
拝
所
広

場
と
管
理
棟
が
完
成
し
、歴
史
と
文

化
の
継
承
の
場
と
し
て
、町
民
の
皆

さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
使
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
史
は
、『
図
説
編
　
与
那
原
の

自
然
と
人
』が
今
年
度
末
に
発
刊
予

定
で
す
。ま
た
、今
年
は
終
戦
か
ら
76

年
目
。体
験
者
の
減
少
と
と
も
に
薄

れ
ゆ
く
沖
縄
戦
の
記
憶
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
、平
和
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て「
与
那
原
町
民
平
和
の
日
・
慰
霊
の

日
合
同
企
画
展
」を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
綱
曳
資
料
館
は
、現
在
与
那
原
大

綱
曳
倉
庫
に
仮
資
料
館
と
し
て
設
置

し
て
い
ま
す
が
、10
月
に
は
与
那
原

町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
新
資

料
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。「
大

綱
曳
の
ま
ち
宣
言
」の
一
文「
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
与
那
原
大
綱
曳
を

町
民
の
誇
り
と
し
、町
の
象
徴
と
し

て
継
承
発
展
さ
せ
て
い
く
」と
の
基

本
精
神
で
、伝
統
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、与
那
原
大
綱
曳
の
魅
力

を
町
内
外
に
発
信
し
ま
す
。新
資
料

館
に
は
埋
蔵
文
化
財
や
民
俗
資
料

な
ど
の
展
示
も
行
い
、来
館
者
に
与

那
原
町
の
歴
史
を
感
じ
て
も
ら
え
る

施
設
に
し
ま
す
。

　「
図
書
館
は
知
識
の
泉
」と
言
わ
れ

ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
が
最
も
よ
く

利
用
す
る
公
共
施
設
で
あ
る
町
立
図

書
館
は
、町
民
の
教
養
や
生
活
が
よ

り
豊
か
に
な
る
た
め
の
情
報
拠
点
と

し
て
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」は
、地
域
全
体
で
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
た
め

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
て
学

校
・
家
庭
を
支
え
る
し
く
み
を
強
化

し
ま
す
。

　
青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
な
ど
が
協

力
し
、子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
場
を

改
善
し
、課
題
を
解
決
す
る
と
と
も

に
、青
少
年
の
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
こ
と
の
で
き
る
場
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

れ
る
こ
と
の
な
い
学
習
の
場
を
つ
く

り
ま
す
。

　
教
職
員
研
修
に
よ
っ
て
指
導
力
を

高
め
、引
き
続
き「
学
習
支
援
員
」を

配
置
し
て
児
童
生
徒
の
個
に
応
じ
た

学
習
指
導
と
確
か
な
学
力
向
上
を

目
指
す
と
と
も
に
、「
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」の
配
置
で
関
係
機
関
や
学

校
・
関
係
部
署
と
協
力
し
不
登
校
や

問
題
行
動
の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
登
校
と
な
っ
た
生
徒
へ
、学
校

以
外
の
場
所
で
学
べ
る
場
を
今
年
度

も
引
き
続
き
確
保
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
は
、児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、き
め

魅力ある東海岸を自転車で巡りませんか

サンライズサイクリングガイドマップできました
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　コロナ禍における新たな移動手段として自転車が注目さ
れています。
　与那原町・西原町・中城村・北中城村で構成する東海岸地
域サンライズ推進協議会（照屋勉会長）は、自転車で巡るお
すすめルートを紹介するとともに、地域の文化、食事、観光
などの魅力を掲載したガイドマップを作成しました。
　このルートは、年齢や性別を問わず、運動が苦手な方や初
心者でも気軽に挑戦できるうえ、散歩気分でのんびり走れる
ので、沖縄らしい気候や空気を身体いっぱいに感じられます。

　途中で気になる場所があれば、ふらっと寄り道できるの
も自転車の魅力です。さらに、地元で愛される美味しいグル
メスポットや絶景ポイント、貴重な史跡など、各地の魅力を
自らの足で発見できるのもこの旅の醍醐味です。
　さぁ、ペダルをぐいっと踏み出し、美しい日の出や青い海
を目指して“沖縄サンライズエリア”へ出かけませんか？
　ガイドマップは、町役場で配布しているほか、インター
ネットからもPDF版が入手できます。

https://www.town.yonabaru.okinawa.jp/
event/pdf/cyclingmap.pdf
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く
ら
し

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

■ 

消
防

　
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、消
防
を
充
実
強
化
し
ま
す
。ま
た

現
在
着
工
中
の
東
部
消
防
本
部
新

庁
舎
と
訓
練
塔
の
建
設
が
着
実
に
完

成
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

防
災
・
減
災

　
地
震
・
津
波
防
災
避
難
訓
練
を
各

区
の
自
主
防
災
組
織
や
関
係
機
関

と
協
力
し
て
行
い
ま
す
。備
蓄
食
料

や
飲
料
水
、備
蓄
品
な
ど
は
、沖
縄

観
光
防
災
力
強
化
支
援
事
業
な
ど

を
使
っ
て
整
え
ま
す
。

■ 

防
犯

　
安
全
・
安
心
な
生
活
の
場
に
す
る

た
め
、与
那
原
地
区
防
犯
協
会
や
与

那
原
警
察
署
、関
係
機
関
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
防
犯
を
広
め
ま
す
。

ま
た
、パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
防
犯

カ
メ
ラ
を
正
し
く
使
い
、犯
罪
を
未

然
に
防
ぎ
、安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

交
通
安
全

　
今
年
度
も
危
険
な
場
所
や
古
く

な
っ
た
交
通
安
全
施
設
な
ど
を
直
し

て
い
き
ま
す
。ま
た
、与
那
原
地
区
交

通
安
全
協
会
や
与
那
原
警
察
署
、学

校
関
係
者
や
地
域
の
交
通
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、交

通
安
全
啓
蒙
活
動
や
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

環
境
衛
生

　
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
強

化
、温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し
な
が

ら
循
環
型
社
会
の
形
成
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、南
部
広
域
行
政
組
合

と
と
も
に
最
終
処
分
場
の
運
営
や
焼

却
施
設
一
元
化
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

　
東
浜
水
路
は
観
光
資
源
と
し
て

県
や
西
原
町
と
協
力
し
な
が
ら
水

質
浄
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

教
育
行
政

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
目
標「
だ
れ

も
が
平
等
で
質
の
高
い
教
育
を
受
け

ら
れ
る
」「
子
ど
も
も
大
人
も
い
つ
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」の
実
現
に

務
め
ま
す
。

■ 

学
校
教
育

　
情
報
化
・
国
際
化
社
会
の
進
展
に

対
応
し
、か
つ
個
性
豊
か
で
自
己
実

現
に
向
け
て
努
力
を
す
る
児
童
生
徒

の
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。各
学
校
の
電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効

果
的
に
使
い
、だ
れ
一
人
取
り
残
さ

細
や
か
な
指
導
と
必
要
な
支
援
を

行
う「
特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導

教
室
」を
充
実
さ
せ
、「
特
別
支
援
教

育
支
援
員
」「
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
継
続
し
て
配
置

し
ま
す
。

　
就
学
援
助
制
度
を
児
童
生
徒
の

全
世
帯
に
お
知
ら
せ
し
、保
護
者
の

負
担
を
軽
減
し
、併
せ
て
県
が
就
学

援
助
世
帯
児
童
生
徒
へ
行
っ
て
い
る

無
料
塾
を
支
援
・
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
将
来
を
担
う
人
材
を
育
て
る
た
め

「
検
定
補
助
」も
継
続
し
ま
す
。ま
た

各
支
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
と
の
協
力

を
密
に
し
、家
庭
教
育
力
、地
域
教

育
力
を
高
め
ま
す
。

■ 

学
校
給
食

　
総
合
的
で
実
践
的
な「
食
育
教
育
」

の
充
実
に
努
め
、こ
れ
ま
で
以
上
に

衛
生
管
理
を
徹
底
し
、最
善
な
方
法

で
安
全
・
安
心
な
食
材
を
確
保
し
て

お
い
し
い
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま

す
。学
校
給
食
費
は
、引
き
続
き
保

護
者
の
皆
さ
ん
へ
口
座
振
替
ご
協
力

を
お
願
い
し
、収
納
対
策
も
行
い
ま

す
。

■ 

社
会
教
育
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

　
今
年
度
は「
上
の
森
か
な
ち
ホ
ー

ル
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。与
那
原
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
共
に
与

那
原
町
の
生
涯
学
習
を
盛
り
上
げ
る

場
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。ま
た「
生

涯
学
習
」を
後
押
し
し
、老
若
男
女

を
問
わ
ず
全
て
の
町
民
が
学
ぶ
楽
し

さ
と
生
き
甲
斐
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
健
全
な
心

身
を
育
成
す
る
た
め
、町
内
体
育
施

設
な
ど
を
進
ん
で
開
放
し
、各
団
体

と
の
協
力
で
指
導
者
の
育
成
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
で
は
、与
原
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
を
進
め
、私
た
ち
の

財
産
で
あ
る
文
化
財
の
保
護
や
活
用

に
努
め
ま
す
。ま
た
今
年
度
は
親
川

拝
所
整
備
事
業
が
最
終
年
度
で
、令

和
４
年
３
月
末
に
は
親
川
拝
所
広

場
と
管
理
棟
が
完
成
し
、歴
史
と
文

化
の
継
承
の
場
と
し
て
、町
民
の
皆

さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
使
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
史
は
、『
図
説
編
　
与
那
原
の

自
然
と
人
』が
今
年
度
末
に
発
刊
予

定
で
す
。ま
た
、今
年
は
終
戦
か
ら
76

年
目
。体
験
者
の
減
少
と
と
も
に
薄

れ
ゆ
く
沖
縄
戦
の
記
憶
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
、平
和
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て「
与
那
原
町
民
平
和
の
日
・
慰
霊
の

日
合
同
企
画
展
」を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
綱
曳
資
料
館
は
、現
在
与
那
原
大

綱
曳
倉
庫
に
仮
資
料
館
と
し
て
設
置

し
て
い
ま
す
が
、10
月
に
は
与
那
原

町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
新
資

料
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。「
大

綱
曳
の
ま
ち
宣
言
」の
一
文「
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
与
那
原
大
綱
曳
を

町
民
の
誇
り
と
し
、町
の
象
徴
と
し

て
継
承
発
展
さ
せ
て
い
く
」と
の
基

本
精
神
で
、伝
統
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、与
那
原
大
綱
曳
の
魅
力

を
町
内
外
に
発
信
し
ま
す
。新
資
料

館
に
は
埋
蔵
文
化
財
や
民
俗
資
料

な
ど
の
展
示
も
行
い
、来
館
者
に
与

那
原
町
の
歴
史
を
感
じ
て
も
ら
え
る

施
設
に
し
ま
す
。

　「
図
書
館
は
知
識
の
泉
」と
言
わ
れ

ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
が
最
も
よ
く

利
用
す
る
公
共
施
設
で
あ
る
町
立
図

書
館
は
、町
民
の
教
養
や
生
活
が
よ

り
豊
か
に
な
る
た
め
の
情
報
拠
点
と

し
て
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」は
、地
域
全
体
で
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
た
め

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
て
学

校
・
家
庭
を
支
え
る
し
く
み
を
強
化

し
ま
す
。

　
青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
な
ど
が
協

力
し
、子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
場
を

改
善
し
、課
題
を
解
決
す
る
と
と
も

に
、青
少
年
の
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
こ
と
の
で
き
る
場
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

れ
る
こ
と
の
な
い
学
習
の
場
を
つ
く

り
ま
す
。

　
教
職
員
研
修
に
よ
っ
て
指
導
力
を

高
め
、引
き
続
き「
学
習
支
援
員
」を

配
置
し
て
児
童
生
徒
の
個
に
応
じ
た

学
習
指
導
と
確
か
な
学
力
向
上
を

目
指
す
と
と
も
に
、「
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」の
配
置
で
関
係
機
関
や
学

校
・
関
係
部
署
と
協
力
し
不
登
校
や

問
題
行
動
の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
登
校
と
な
っ
た
生
徒
へ
、学
校

以
外
の
場
所
で
学
べ
る
場
を
今
年
度

も
引
き
続
き
確
保
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
は
、児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、き
め

魅力ある東海岸を自転車で巡りませんか

サンライズサイクリングガイドマップできました

 企画政策課　☎945-8881お問い合わせ

マップにはおすすめ
ルート、おすすめ景
観スポットを掲載

グルメ情報のページ

　コロナ禍における新たな移動手段として自転車が注目さ
れています。
　与那原町・西原町・中城村・北中城村で構成する東海岸地
域サンライズ推進協議会（照屋勉会長）は、自転車で巡るお
すすめルートを紹介するとともに、地域の文化、食事、観光
などの魅力を掲載したガイドマップを作成しました。
　このルートは、年齢や性別を問わず、運動が苦手な方や初
心者でも気軽に挑戦できるうえ、散歩気分でのんびり走れる
ので、沖縄らしい気候や空気を身体いっぱいに感じられます。

　途中で気になる場所があれば、ふらっと寄り道できるの
も自転車の魅力です。さらに、地元で愛される美味しいグル
メスポットや絶景ポイント、貴重な史跡など、各地の魅力を
自らの足で発見できるのもこの旅の醍醐味です。
　さぁ、ペダルをぐいっと踏み出し、美しい日の出や青い海
を目指して“沖縄サンライズエリア”へ出かけませんか？
　ガイドマップは、町役場で配布しているほか、インター
ネットからもPDF版が入手できます。

https://www.town.yonabaru.okinawa.jp/
event/pdf/cyclingmap.pdf
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新型コロナワクチン接種のお知らせ

与那原町ワクチン接種を実施

現在、国内では、医療従事者から新型コロナワクチンの接種が始まっています。
与那原町では、医療従事者の次に、65歳以上の皆さんからワクチン接種を実施する準備をしています。

65歳以上の方
5月上旬から

接種の判断は慎重に

接種当日の注意

　ワクチン接種には、リスク（副作用）とベネ
フィット（効きめ・効果）があるため、本人の同意
に基づいて行うことが基本です（強制ではありま
せん）。基礎疾患の状態が悪化している場合や体
調が悪いときなどは、接種の延長も含めて慎重に
判断することが必要です。

　接種前にご自宅で検温を測定し、明らかな発熱
がある場合や体調が悪い場合などは接種を控
え、接種予定の施設にキャンセルの連絡をしてく
ださい。

　ワクチンを受けるにはご本人の同意が必要であ
り、強制されるものではありません。
　周囲の方などに接種を強制したり、強引に勧め
たりすることがないようにしてください。

　何かの病気で通院中の方は、事前にご自身の
病状について主治医に確認し、ワクチン接種を受
けるかどうか相談をお願いします。
　特に以下に該当する方は接種にあたり注意が必
要とされています。スムーズに接種ができるよう
に、ぜひ主治医へご相談ください。

過去に免疫不全の診断を受けた方、近親者
に先天性免疫不全症の方がいる方
心臓、腎臓、肝臓、血液疾患などの基礎疾患
ある方
過去に予防接種を受けて、接種後２日以内
に発熱や全身性の発疹などのアレルギーを
疑われる症状がでた方
過去にけいれんを起こしたことがある方
ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こ
るおそれがある方

　また、新型コロナワクチンは筋肉内に注射すること
から、血液がサラサラになる薬を内服中の方、血小板
減少症または擬固障害のある方は、接種後の出血に
注意が必要とされています。

65歳以上の方で

新型コロナワクチンの

接種を希望される方へお願い

主治医に相談が必要な方

 健康保険課　新型コロナワクチン接種班（コールセンター）　☎943-8931お問い合わせ

　ワクチン接種を受けるには「ワクチン接種券（クーポン券）」
が必要です。接種券は４月中旬ごろから、65歳以上の方を対象
に、封書で個別に郵送する予定です（ワクチンの入荷準備状況
を確認しながら発送します）。

ワクチン接種の優先順位

接種までの流れ

医療従事者 65歳以上の方

ワクチンの接種券（クーポン券）が届く
案内文・予診票が対象の方の自宅に届く（その時届いた案内がご家族全員とは限りません）

自分が対象になっているか確かめる
案内文の注意事項・接種方法などの確認事項を読み、内容を確かめる

アレルギーがある方や高齢、基礎疾患がある方は、
主治医やご家族とワクチン接種を受けるかどうか相談する

１回目のワクチン接種の予約
※予約の方法は、接種券と一緒に郵送します

１回目のワクチン接種
※接種前の体調を確認する

接種会場に行く前に「予診票」を必ず記入する 接種会場に行く前に「予診票」を必ず記入する

２回目のワクチン接種の予約
（１回目の接種から20日をめどに行う）

２回目のワクチン接種
※接種前の体調を確認する

３月中旬〜
左記

以外の方

５月上旬〜
基礎疾患をお持ちの方
高齢者施設従事者

７月下旬〜

ワクチンは１人２回接種します

接種後の体調変化がないか  しばらく様子を見る

ワクチン量に応じて
順次ご案内します

１回目 ２回目

与那原町役場

5月6日（木）新庁舎
　新庁舎建設のため令和元年から仮庁舎に
移転していた与那原町役場は、５月６日から
新しい庁舎で業務を始めます。役場機能は
一部を除き新庁舎に集約されます。

町社会福祉センター仮庁舎からの移転
　町社会福祉センター庁舎（第１庁舎）の役場業
務は、５月６日からすべて新庁舎へ移転します。た
だし町社会福祉協議会は、社会福祉センターで
運営します。

上下水道庁舎からの移転
　東浜シーサー公園に隣接する上下水道庁舎か
ら、上下水道課の全業務が新庁舎に移転します。
水道の開始や停止、水道料金のお支払いなどは
５月６日からすべて新庁舎で行います。

● 新庁舎の住所は変更なし
　新庁舎の住所は、現在お知らせしている住
所「与那原町字上与那原16番地」から変更は
ありません。

● 各課の電話番号の一部が変わります
　各課の電話番号の多くは、現在のまま使用
します。５月以降に一部変更がありますが、来
月の広報紙でお知らせする予定です。

綱曳資料館は大綱曳倉庫で
　新島の親川広場隣にあった綱曳資料館は、現
在、江口区内にある大綱曳倉庫に移転しており、
当分はこの場所で運営します。

町コミュニティーセンターからの移転
　青少年広場に隣接する町コミュニティーセン
ターからは、生涯学習振興課・町史編さん室が本
庁舎へ移転します。ただし町立図書館と社会体育
業務は現在の場所のまま運営します。コミュニ
ティーセンターで行っているサークル活動は引き
続きコミュニティーセンターで行われます。

プレハブ仮庁舎からの移転
　プレハブ仮庁舎（第２庁舎）の役場業務および
町議会事務局は、５月６日からすべて新庁舎へ移
転します。

業務開始は
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大見武地区への地区計画導入に関する
住民説明会を開催します

　与那原町では、都市計画マスタープランで大
見武地区（２班周辺）を「市街地拡大検討地区」
と位置づけています。
　今回この地区に、都市計画法に基づいた地区
計画制度を活用することによって地区計画を定
め、市街化調整区域による建築規制（開発行
為）を緩和しつつ、土地利用をコントロールする
ことで、良好な住環境を形成していくことを目的
としています。

　地区計画の策定は、大見武地区の住民（権利
者）の皆さんと与那原町が協働で『まちづくり』
を進める計画です。
　今回の説明会は、地区計画策定に向けて理
解を深めていただくために、地区計画制度の概
要や、地区計画導入によるメリットやデメリット
を中心に、地区計画策定スケジュールや、概ね
の区域などについて意見交換会も併せた説明
会を開催します。ぜひご参加ください。

 まちづくり課　都市計画係　☎945-7244お問い合わせ

▶日時／４月14日（水）19時～　　▶会場／大見武集落センター

期日前投票
をおすすめします

 与那原町選挙管理委員会 ☎945-3394お問い合わせ

 与那原町選挙管理委員会　☎945-3394 （選管直通）担当・比嘉お問い合わせ

与那原町議会議員一般選挙が行われます

投・開票日

▼投票所／町観光交流施設

▼開票所／町観光交流施設

コロナウイルス感染を防ぐためコロナウイルス感染を防ぐため

◎感染症対策のお願い
●マスク着用などの咳エチケット、来場前後の手洗
　いにご協力ください。
●周りの方との距離を保つようお願いします。
●鉛筆やシャープペンシルなど筆記具を持参し投
　票用紙に記入することができます。
●期日前投票の際は、体調の良い日に投票をご検
　討ください。

　新型コロナウイルス感染症への
感染が懸念される現在の状況は、
期日前投票を行うことができる事
由となりますので、期日前投票宣
誓書事由（１～６）は「６」（天災又
は悪天候により投票所に到達する
ことが困難）に　をしてください。

　スムーズな期日前投票を行うため
に、ハガキ裏の宣誓書は前もって自宅
で記載してご来場ください。

◎会場での感染症対策
以下の点をご了承ください。
●投票所にはアルコール消毒液を設置します。
● 投票管理者・立会人、投票所職員はマスクを着用し
　ます。
●定期的に投票所の換気を行います。
● 記載台、受付用の机や、投票用紙交付用の机を
　アルコールで拭きます。
●投票用紙記入用の使い捨て鉛筆をご用意します。

　４月18日の投票日（当日）は、投票所に人が集中することが予測される
ため、期日前投票を積極的に利用するようお願いします。
　コロナウイルス感染対策のため、第１期日前投票所は広い空間のある
観光交流施設で投票できますのでどうぞご利用ください。

　与那原町の未来につながる大事な選挙です。皆さんの投票をお待ちしております。
　投票日当日にご予定のある方は、期日前投票をご利用ください。与那原町では期日前投票所を２カ
所設けています。期日前投票所ごとに投票できる期間と時間が違いますので、下記をご確認ください。

※投票所は町観光交流施設です。お間違えのないようご注意ください。

誓書事由は「６」が可能

◎投票入場券（ハガキ）への事前記載を

令和３年５月11日任期満了

４月18日（日）
午前７時から午後８時まで

※午後８時15分から開票予定

期日前投票所

▼場所／町観光交流施設

４月14日（水）
～４月17日（土）

午前８時30分から午後８時00分まで

第２期日前投票所

▼場所／マリンプラザあがり浜内
　　　　ＡＴＭコーナー付近

４月15日（木）
～４月17日（土）

午後２時から午後７時まで

告示日

13日（火）
４月
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　２月27日に行われた第２回シンポジウム「コンパクトなまちを活かし
たこれからの移動交通」の模様は来月号にご紹介します。

友達募集中！

新たな公共交通のまちづくり

第１回  オンライン開催
　誰もが、いつでも、どこにでも、快適に移動できることは大
切なことであり、それを支えているのが公共交通です。しか
し、車社会の沖縄では、公共交通の利用者は多くなく、公共交
通を維持することは容易なことではありません。
　「公共交通とは何なのか？」「与那原町が目指す公共交通の
あり方」や「車に代わる新たな移動手段」に関心を持っていた
だくため、町は２月20日「新たな公共交通のまちづくり」と題
してWEB上でシンポジウムを開催し、熊本市の大西一史市
長、沖縄国際大学大学院の前泊博盛教授（ファシリテーター）
と当町の照屋勉町長とによる対談を行いました。

 企画政策課　☎945-8881お問い合わせ

やすく）にすることが大切であり、広域的に取り組むことが重
要。近隣市町村と連携して公共交通に取り組んでいきたい」
と話しました。
　当日は100人以上がオンラインで参加し、視聴者から「公
共交通の収益性」について質問があり、大西市長は「公共交
通は未来への投資であり、長期的に考えていく必要がある」
と未来の生活を良くするための基盤整備であると力説しまし
た。ほかにも多くの質問が寄せられ、参加者の関心の高さが
伺えました。
　公共交通は、私たち一人ひとりのためにあり、私たちが支
え創るもの。これを機会に、公共交通を利用してみませんか？

 総務課　☎945-2201 総務課　☎945-2201お問い合わせ

 総務課　☎945-2201 観光商工課　☎945-5323お問い合わせ

与那原町がLINE与那原町がLINE
はじめました♪はじめました♪

LINEの「友達」追加から
「QRコード」または「ID検索」で
登録してください。

LINEの「友達」追加から
「QRコード」または「ID検索」で
登録してください。
LINE ID @yonabarutown
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つなひきかちゃんLINEスタンプ発売中
　与那原町公式イメージキャラクターのつなひきかちゃんが、LINEスタンプにな
りました。つなひきかちゃんスタンプは、LINEアプリ内のスタンプショップから購
入することができます（QRコードを読み取ると、スタンプショップへ移動できま
す）。40種類１セットで価格は120円（50コイン）です。
　定番のものから、ちょっとクセのあるものまで、バリエーション豊かなつなひき
かちゃんスタンプで、楽しくトークしませんか。

■ 利用してもらうための取り組み
　公共交通の先進事例地である熊本市の大西市長は、年々
減少する公共交通の利用者を増やすため「バス・電車無料の
日」の取り組みや、全国初となる５社のバス事業者による共
同経営の取り組み、熊本市で制定した公共交通基本条例に
ついて紹介しました。
　照屋町長からは「公共交通はHYW（はやく・やすく・わかり

https://www.youtube.com/
watch?v=Y2VA7hLJ3aI

「希望のサクラ」に希望ふくらむ
那古浜公園で６年目の開花与

　「満６年、やっと咲いたか…」
　２月末、与那古浜公園周囲でそっと咲くサク
ラの姿を、有馬良一さんら町内の一般社団法
人与那原社中のメンバーと家族が一本一本確
かめながら歩いていました。
　これらのサクラは、沖縄地方で冬場に咲くカンヒザク
ラとは種類の違う「タイリョウザクラ」「カワズザクラ」と
呼ばれる一重咲き。花弁の色は薄いピンクか白色で、大
木になると一度に開花した後、はらはらと散る「桜吹雪」
が魅力です。
　「大綱曳のない冬場、与那原で桜吹雪を吹かせたい」
との思いで平成27年３月、町民の手で与那古浜公園に
植えた94本のサクラは、メンバーが水遣りや追肥を欠か
さず続けてきました。台風のときにはラップやビニール
袋などで覆い、枝を折られたときには薬を塗るなど、手入
れが欠かせなかったといいます。それでも現在、同公園
に残るサクラは30本ほどにまで減りました。

◀

サクラの点検に回るメンバー＝２月28日与那古浜公園

◀台風対策のため添え木を追加する＝昨年７月

◀花をつけた幼木を前に記念撮影

　「枯れてしまった時には苗木を取り寄せ、何度も植え替
えました。やっていくうちに、位置の良し悪しや植え方、追
肥方法などが少しずつ分かるようになってきました」
　と話すのはメンバーの一人・當眞正さん。「一昨年は台
風や暖冬の影響で狂い咲きも見られましたが、昨年は台
風もなく、この冬の冷え込みで開花のスイッチが入った
みたいです」とうれしそうです。
　今は数本に花が見られるのみ。これらのサクラが大木
に生長するまであと何年かかるのでしょう。有馬さんは
「本土で行われるような桜まつりの雰囲気が与那原にあ

れば地元の名所になる。あと５年なのか10
年なのか…。満開の下でおいしいお酒が飲め
る日まで育てていきたいですね」
　社中のメンバーはこれらのサクラを「希望
のサクラ」と呼んでいます。

 沖縄県町村土地開発公社与那原支社　☎945-8881お問い合わせ

公有地を使いたい人  いませんか。無料
です　公共事業用地として先行取得した土地の有効活用を図るため、イベントスペースなどオリオン

通りの認知度向上・賑わい創出につながる土地の利用者を暫定的に募集しています。

▼利用期間／５月末まで　　 ▼利用時間／８:00～21:30
※新型コロナウイルス感染症の影響による緊急事態宣言が発出された
　場合は夜８時まで

▼場　　所／オリオン通り入口の角地  158坪
　　　　　　　　　　　　　   （国道331号沿いナンセイビル隣）

▼周辺環境／近隣には飲食店、カラオケ店など多数あり

▼利用内容／● イベント会場
　　　　　　　　● サークル活動や芸能（ダンス・舞踊・楽器演奏など）の
　　　　　　　練習スペース
　　　　　　　　● 飲食を提供する簡易的な店舗スペース
　　　　　　　　● ほか、公共的なスペース　など

▼利用手続／利用希望者は希望日の１週間前までに申請書を提出

▼留意事項／利用中の事故、ケガおよび第三者への損害などは利用者
　　　　　　の責任で対処してください。
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与那原町 カレンダーカレンダー
令和３年４月〜令和４年３月
乳幼児健診乳幼児健診乳幼児健診令和3年度

■ 時間と実施場所は通知書でお知らせします。

R1.  8.  5  ～  R1.  9.  8生
R1.  9.  9  ～  R1.10.  6生
R1.10.  7  ～  R1.11.  3生
R1.11.  4  ～  R1.12.  3生
R1.12.  4  ～  R2.  1.15生
R2.  1.16  ～  R2.  1.31生
R2.  2.  1  ～  R2.  3. 19生
R2.  3.20  ～  R2.  4.  6生
R2.  4.  7  ～  R2.  5.  2生
R2.  5.  3  ～  R2.  6.  2生
R2.  6.  3  ～  R2.  7.10生
R2.  7.11  ～  R2.  8.10生

令和３年　４月  8日(木)
５月20日(木)
６月  3日(木)
７月  8日(木)
８月  5日(木)
９月  2日(木)
10月  7日(木)
11月11日(木)
12月  2日(木)

令和４年　１月  6日(木)
２月10日(木)
３月  3日(木)

実　　施　　日 対　　　　象

◆受付時間／13:15～14:30
◆対象年齢／１歳６ヵ月～２歳未満1歳6か月児

2歳児 3歳児

乳児一般 1歳6か月児

◆受付時間／13:30～14:30
◆対象年齢／２歳６ヵ月～３歳未満2歳児 ◆受付時間／13:15～14:30

◆対象年齢／３歳５ヵ月～４歳未満3歳児

◆受付時間／13：15～14：30乳児一般

歯科検診

令和３年  ４月10日(土)
５月22日(土)
６月12日(土)
７月10日(土)
８月14日(土)
９月11日(土)
10月  9日(土)
11月13日(土)
12月11日(土)

令和４年  １月15日(土)
２月  5日(土)
３月12日(土)

実　　施　　日 対　　　　象

○前期（おおむね４～５ヵ月児）

○後期（おおむね９～10ヵ月児）

健 診

健 診

H29.10.26  ～  H29.11.22生
H29.11.23  ～  H29.12.25生
H29.12.26  ～  H30.  1.24生
H30.  1.25  ～  H30.  2.20生
H30.  2.21  ～  H30.  3.24生
H30.  3.25  ～  H30.  4.30生
H30.  5.  1  ～  H30.  5.28生
H30.  5.29  ～  H30.  6.17生
H30.  6.18  ～  H30.  7.20生
H30.  7.21  ～  H30.  8.27生
H30.  8.28  ～  H30.  9.24生
H30.  9.25  ～  H30.10.24生

令和３年 ４月22日(木)
５月27日(木)
６月24日(木)
７月29日(木)
８月26日(木)
９月30日(木)
10月28日(木)
11月25日(木)
12月23日(木)

令和４年 １月27日(木)
２月24日(木)
３月24日(木)

実　　施　　日 対　　　　象
H30.  9.19  ～  H30.10.15生
H30.10.16  ～  H30.11.25生
H30.11.26  ～  H30.12.25生
H30.12.26  ～  H31.  2.  7生
H31.  2.  8  ～  H31.  3.15生
H31.  3.16  ～  H31.  4.  8生
H31.  4.  9  ～  R 1 .  5.  9生
R 1 .  5.10  ～  R 1 .  6.10生
R 1 .  6.11  ～  R 1 .  8.10生
R 1 . 8.11  ～  R 1 .   9.17生

令和３年 ４月15日(木)
５月17日(木)
７月15日(木)
８月12日(木)
９月16日(木)
11月18日(木)
12月16日(木)

令和４年 １月13日(木)
２月17日(木)
３月17日(木)

実　　施　　日 対　　　　象

健 診

　　　　　　　　　　　　　
与那原町役場 健康保険課　☎945-6633お問い合わせ

　健診の対象になる皆さんには、新型コロナウイルス感染動向を十分留意したうえ
で個別に通知します。そのため、健診日の１～２週間前に受診票を送付する場合が
あります。
　また、掲載している日程や対象者が変更になる場合があります。受診予定の皆さ
んにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、受付時間を分けてご案内しています。
通知に記載されている時間をご確認ください。また実施場所も通知書でお知らせします。

 与那原町コミュニティーセンター（担当／與那嶺）　☎835-8220 （５月１日から☎871-9981）お問い合わせ

与那原町放課後子ども教室 ス タ ッ フ 募 集ス タ ッ フ 募 集
　きら☆きらり子ども教
室は、「放課後の時間、子
どもたちに安全な居場所
を作り、地域社会が一体
となって子どもを育てよ
う」という活動で、今年度
は宿題見まもりを中心に
活動しています。
　特に資格は必要としま
せんので、子どもたちの
ために、楽しみながら参
加していただければ助かります。保護者だけでなく、
地域の方や学生さんなど、ボランティアに興味のあ

る方、子どもたちと
同じ目線で一緒に
お話ができる方をお待ちしています。
　詳細は与那原町コミュニティーセンターまでお問
い合わせください。
募集対象▶保護者・地域の方・学生など
　　　　　　　　　　※年齢や資格は問いません。
募集人数▶10名程度
活動場所▶与那原小学校・与那原東小学校
内　　容▶子どもたちの宿題、見まもり
活 動 日▶月～金　午後3時～5時（２時間）
　　　　　　　　　　※週１回程度の活動です
期　　間▶４月～令和４年３月ごろまで
謝 礼 金▶１時間540円
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INFORMATION

ひざしひざしひざしへ行ってみよう!!へ行ってみよう!!

の
主
な
ク
ラ
ブ
活
動

月4
☆ゆんたく会
実施日／１日（木）
時　間／14:00～16:00

☆手工芸クラブ
実施日／12・26日（月）
時　間／14:00～16:00

☆美化・園芸クラブ
実施日／13・20・27日（火）
時　間／14:00～16:00

☆写真クラブ　
実施日／14日（水）
時　間／14:00～16:00

☆映画鑑賞クラブ
実施日／28日（水）
時　間／10:00～16:00

☆ピクニック・サンドイッチ作り
実施日／22日（木）
時　間／10:00～14:00

☆軽スポーツ・ボッチャ
実施日／２・９・16日（金）
時　間／14:00～16:00

【開館日】／平日（午前９:30～午後５:00）

与那原町交流センターひざし
TEL/FAX 882-8357

お問い
合わせ

〒901-1303  与那原町字与那原3090番地の２
　　　　　　　（町役場・社会福祉協議会となり）

　施設内にある「ふれあいサロン」は、障がいのある方と地
域のみなさんの交流を目的に自由に過ごせる場所となっ
ています。おしゃべりやテレビ鑑賞などに利用ください。

ふれあい
サロン

開催場所はすべて「与那原町交流センターひざし」を予定しています。
日程や場所は変更されることもあるため、参加したい方は必ず下記まで
お問い合わせください。

　「交流センターひざし」は、障がい者の自立と交流、社会参加を促進するためにつくられた施設です。
いつでも来館し、おしゃべりや学習・テレビ鑑賞に利用できます。
　また、心身に障がいのある方や、そのご家族を対象としたクラブ活動も行っています。興味がある方は、
ぜひ一度「ひざし」へご連絡ください。

ひとり親（18歳までの児童を扶養している方）のご家庭の方へ、大切なお知らせ

障害基礎年金等を受給している
ひとり親のご家庭の皆さん 「児童扶養手当」が変わります
令和３年３月分（５月支払い）から、手当額の算出方法と支給制限に関する所得の算定方法が変更されます。

　これまで、障害基礎年金等（国民年金法に基づく障害基礎年金、労働者災害補償法による障害保障年金な
ど）を受給している方は、障害基礎年金等の額が児童扶養手当の額を上回る場合、児童扶養手当を受給できま
せんでしたが、令和３年３月分の手当以降は、児童扶養手当の額が障害年金の子の加算部分の額を上回る場
合、その差額を児童扶養手当として受給できるようになります。

児童扶養手当と調整する障害基礎年金等の 範囲が変わります

 子育て支援課　☎945-6520お問い合わせ

詳しくは町HP　http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/ をご覧ください
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与那原町 カレンダーカレンダー
令和３年４月〜令和４年３月
乳幼児健診乳幼児健診乳幼児健診令和3年度

■ 時間と実施場所は通知書でお知らせします。

R1.  8.  5  ～  R1.  9.  8生
R1.  9.  9  ～  R1.10.  6生
R1.10.  7  ～  R1.11.  3生
R1.11.  4  ～  R1.12.  3生
R1.12.  4  ～  R2.  1.15生
R2.  1.16  ～  R2.  1.31生
R2.  2.  1  ～  R2.  3. 19生
R2.  3.20  ～  R2.  4.  6生
R2.  4.  7  ～  R2.  5.  2生
R2.  5.  3  ～  R2.  6.  2生
R2.  6.  3  ～  R2.  7.10生
R2.  7.11  ～  R2.  8.10生

令和３年　４月  8日(木)
５月20日(木)
６月  3日(木)
７月  8日(木)
８月  5日(木)
９月  2日(木)
10月  7日(木)
11月11日(木)
12月  2日(木)

令和４年　１月  6日(木)
２月10日(木)
３月  3日(木)

実　　施　　日 対　　　　象

◆受付時間／13:15～14:30
◆対象年齢／１歳６ヵ月～２歳未満1歳6か月児

2歳児 3歳児

乳児一般 1歳6か月児

◆受付時間／13:30～14:30
◆対象年齢／２歳６ヵ月～３歳未満2歳児 ◆受付時間／13:15～14:30

◆対象年齢／３歳５ヵ月～４歳未満3歳児

◆受付時間／13：15～14：30乳児一般

歯科検診

令和３年  ４月10日(土)
５月22日(土)
６月12日(土)
７月10日(土)
８月14日(土)
９月11日(土)
10月  9日(土)
11月13日(土)
12月11日(土)

令和４年  １月15日(土)
２月  5日(土)
３月12日(土)

実　　施　　日 対　　　　象

○前期（おおむね４～５ヵ月児）

○後期（おおむね９～10ヵ月児）

健 診

健 診

H29.10.26  ～  H29.11.22生
H29.11.23  ～  H29.12.25生
H29.12.26  ～  H30.  1.24生
H30.  1.25  ～  H30.  2.20生
H30.  2.21  ～  H30.  3.24生
H30.  3.25  ～  H30.  4.30生
H30.  5.  1  ～  H30.  5.28生
H30.  5.29  ～  H30.  6.17生
H30.  6.18  ～  H30.  7.20生
H30.  7.21  ～  H30.  8.27生
H30.  8.28  ～  H30.  9.24生
H30.  9.25  ～  H30.10.24生

令和３年 ４月22日(木)
５月27日(木)
６月24日(木)
７月29日(木)
８月26日(木)
９月30日(木)
10月28日(木)
11月25日(木)
12月23日(木)

令和４年 １月27日(木)
２月24日(木)
３月24日(木)

実　　施　　日 対　　　　象
H30.  9.19  ～  H30.10.15生
H30.10.16  ～  H30.11.25生
H30.11.26  ～  H30.12.25生
H30.12.26  ～  H31.  2.  7生
H31.  2.  8  ～  H31.  3.15生
H31.  3.16  ～  H31.  4.  8生
H31.  4.  9  ～  R 1 .  5.  9生
R 1 .  5.10  ～  R 1 .  6.10生
R 1 .  6.11  ～  R 1 .  8.10生
R 1 . 8.11  ～  R 1 .   9.17生

令和３年 ４月15日(木)
５月17日(木)
７月15日(木)
８月12日(木)
９月16日(木)
11月18日(木)
12月16日(木)

令和４年 １月13日(木)
２月17日(木)
３月17日(木)

実　　施　　日 対　　　　象

健 診

　　　　　　　　　　　　　
与那原町役場 健康保険課　☎945-6633お問い合わせ

　健診の対象になる皆さんには、新型コロナウイルス感染動向を十分留意したうえ
で個別に通知します。そのため、健診日の１～２週間前に受診票を送付する場合が
あります。
　また、掲載している日程や対象者が変更になる場合があります。受診予定の皆さ
んにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、受付時間を分けてご案内しています。
通知に記載されている時間をご確認ください。また実施場所も通知書でお知らせします。

 与那原町コミュニティーセンター（担当／與那嶺）　☎835-8220 （５月１日から☎871-9981）お問い合わせ

与那原町放課後子ども教室 ス タ ッ フ 募 集ス タ ッ フ 募 集
　きら☆きらり子ども教
室は、「放課後の時間、子
どもたちに安全な居場所
を作り、地域社会が一体
となって子どもを育てよ
う」という活動で、今年度
は宿題見まもりを中心に
活動しています。
　特に資格は必要としま
せんので、子どもたちの
ために、楽しみながら参
加していただければ助かります。保護者だけでなく、
地域の方や学生さんなど、ボランティアに興味のあ

る方、子どもたちと
同じ目線で一緒に
お話ができる方をお待ちしています。
　詳細は与那原町コミュニティーセンターまでお問
い合わせください。
募集対象▶保護者・地域の方・学生など
　　　　　　　　　　※年齢や資格は問いません。
募集人数▶10名程度
活動場所▶与那原小学校・与那原東小学校
内　　容▶子どもたちの宿題、見まもり
活 動 日▶月～金　午後3時～5時（２時間）
　　　　　　　　　　※週１回程度の活動です
期　　間▶４月～令和４年３月ごろまで
謝 礼 金▶１時間540円
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の
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活
動

月4
☆ゆんたく会
実施日／１日（木）
時　間／14:00～16:00

☆手工芸クラブ
実施日／12・26日（月）
時　間／14:00～16:00

☆美化・園芸クラブ
実施日／13・20・27日（火）
時　間／14:00～16:00

☆写真クラブ　
実施日／14日（水）
時　間／14:00～16:00

☆映画鑑賞クラブ
実施日／28日（水）
時　間／10:00～16:00

☆ピクニック・サンドイッチ作り
実施日／22日（木）
時　間／10:00～14:00

☆軽スポーツ・ボッチャ
実施日／２・９・16日（金）
時　間／14:00～16:00

【開館日】／平日（午前９:30～午後５:00）

与那原町交流センターひざし
TEL/FAX 882-8357

お問い
合わせ

〒901-1303  与那原町字与那原3090番地の２
　　　　　　　（町役場・社会福祉協議会となり）

　施設内にある「ふれあいサロン」は、障がいのある方と地
域のみなさんの交流を目的に自由に過ごせる場所となっ
ています。おしゃべりやテレビ鑑賞などに利用ください。

ふれあい
サロン

開催場所はすべて「与那原町交流センターひざし」を予定しています。
日程や場所は変更されることもあるため、参加したい方は必ず下記まで
お問い合わせください。

　「交流センターひざし」は、障がい者の自立と交流、社会参加を促進するためにつくられた施設です。
いつでも来館し、おしゃべりや学習・テレビ鑑賞に利用できます。
　また、心身に障がいのある方や、そのご家族を対象としたクラブ活動も行っています。興味がある方は、
ぜひ一度「ひざし」へご連絡ください。

ひとり親（18歳までの児童を扶養している方）のご家庭の方へ、大切なお知らせ

障害基礎年金等を受給している
ひとり親のご家庭の皆さん 「児童扶養手当」が変わります
令和３年３月分（５月支払い）から、手当額の算出方法と支給制限に関する所得の算定方法が変更されます。

　これまで、障害基礎年金等（国民年金法に基づく障害基礎年金、労働者災害補償法による障害保障年金な
ど）を受給している方は、障害基礎年金等の額が児童扶養手当の額を上回る場合、児童扶養手当を受給できま
せんでしたが、令和３年３月分の手当以降は、児童扶養手当の額が障害年金の子の加算部分の額を上回る場
合、その差額を児童扶養手当として受給できるようになります。

児童扶養手当と調整する障害基礎年金等の 範囲が変わります

 子育て支援課　☎945-6520お問い合わせ

詳しくは町HP　http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/ をご覧ください
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◎民生委員・児童委員になる方を募集しています。
　詳しくは福祉課までお問い合わせください。

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
住
民
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
人
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。ま
た
民
生
委
員
は
、

児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
って
い
ま
す
。民
生
委
員・児
童
委
員
の
中
に
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
与
那
原
町
に
は
現
在
27
人（
う
ち
主
任
児
童
委
員
１
人
）が
町
の
各
行
政
区
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

民生委員・児童委員  主なはたらき
相談のはたらき

　地域住民がかかえる問題について、相手の立場に立ち、
　親身になって相談にのります。

情報提供のはたらき
　社会福祉の制度・サービスの内容や情報を住民に的確
　に提供します。

生活支援のはたらき
　住民の求める生活支援を自ら行い、支援体制をつく
　っていきます。

せそこ　せいしょう

　底　正詳
（当添）

せそこ　ゆうこ

　底　雄子
（主任児童委員・当添）

ちねん　つねこ

知念　常子
（板良敷）

ながみね　みつこ

長嶺　ミツ子
（板良敷）

ふるげん　いくこ

古堅　郁子
（板良敷）

もろみざと　のりこ

諸見里　紀子
（港）

しんざと　もりみつ

新里　盛光
（江口）

てるや　えいいち

照屋　栄一
（与原）

きんじょう　みちえ

金城　美智江
（江口）

とうやま　ひろみ

當山　ヒロミ
（新島）

いしかわ　けんいち

石川　健一
（森下）

とくもと　のぶこ

徳元　信子
（与原）

しんざと　のぼる

新里　昇
（与原）

とくもと　けいこ

徳元　恵子
（与原）

しんがき　さちこ

新垣　佐智子
（上与那原・新任）

しきな　きょうこ

識名　享子
（大見武）

なかむら　かずこ

仲村　和子
（上与那原）

きしゃば　けんせい

喜舎場　兼生
（上与那原）

くわえ　ゆうこ

桑江　裕子
（浜田）

たましろ　みちこ

玉城　美智子
（大見武）

とうま　たかし

當間　隆
（浜田）

がねこ　はつえ

我如古　初江
（中島）

みやひら　とおる

宮平　徹
（中島）

あらかき　よりこ

新垣　順子
（新島）

くになか　ようこ

國仲　洋子
（東浜）

かわかみ　ひろこ

川上　ヒロ子
（東浜）

たかざと　りょうこ

高里　良子
（江口）

福祉課 ☎945-1525　 社会福祉協議会 ☎945-3016お問い合わせ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

皆
さ
ま
の
手
助
け
を
す
る

民生委員
　児童委員とは

 福祉課　☎945-1525お問い合わせ

ペアレントトレーニング (家族教室)子育てが
気になる

保護者の
ための

　「子育てがうまくいかないなぁ」「どんな声かけをしたらいい
んだろう？」と悩むことはありませんか。今回、子育てが気に
なる保護者のためのペアレントプログラムを開催します。子
育てが気になる子どもの行動を理解し、適切な対応法を具
体的に学び、練習することを通して、より良い親子関係づく
りと子どもの望ましい行動の増加を目指していきませんか。

参加対象▶子育てが気になる子どもの保護者
場　　所▶コニュニティーセンター　ほか
参 加 費▶3,000円（資料代）
定　　員▶6～8名　▼申込期間／４月23日（金）まで
申込方法▶窓口申込書記入または郵送提出

（町ホームページに申込書掲載）
講　　師▶NPO法人 わくわくの会 さぽーとせんたーi

開催期間  ５月20日～８月26日（全８回）  2週に1回（木曜日）　10:30～12:00

開催期間  ４月～令和４年４月　原則として毎月（第４土曜日）　14:00～15:30

※参加決定者は開催日前に講師との面談があります。
　

※毎回参加が原則です。また、グループで行いますので、遅刻も厳禁です。
　家庭での練習が最も大切ですのでホームワーク（宿題）をやるようお願いします。

対　　象▶与那原町在住の障害児者
場　　所▶コミュニティーセンター集会室
参 加 費▶無料
定　　員▶20名程度
申し込み期間▶４月23日（金）まで
申込方法▶窓口申込書記入
講　　師▶一般社団法人琉球スポーツサポート

与那原町Mixスポーツ教室 参加者＆ボランティア 募 集

参加者募集

障害者の皆さんの体力・健康維持・交流・余暇支援などを目的に「与那原町 Mixスポーツ教室」を開催します。
集団や個々でできるリズム体操や道具を使った協調運動など、さまざまな運動に触れる機会です。どうぞご参加ください。

※この事業を支えていただけるボランティア募集しています。
　興味のある方は下記へお問い合わせください。

介護予防事業介護予防事業
与那原町の

  男の綱がる料理教室
　内容料理を覚えて作る楽しさを見出し、交友を広げる
ことができる料理教室です。

▼対　象／65歳以上で要介護１～５の認定を受けてい
　　　　　ない（要支援１～２の方は対象）男性。

▼参加費／１回500円（当日の教室で支払い）

▼場　所／与那原町コミュニティーセンター

▼日　時／毎月第２金曜日10時～（月１回）

▼申込方法／福祉課窓口にて申し込み

  パワーアップ教室
　トレーニングジムの運動器具を正しく使い、体力の向
上・足腰の強化をはかることが出来ます。トレーナーの指
導もありますので、初めて運動器具を使用する方でも安
心して始められます。

▼対　象／65歳以上で要介護認定・要支援認定を受け
　　　　　ていない方

▼参加費／２時間100円／（町観光交流施設使用料）

▼場　所／観光交流施設トレーニング室

▼日　時／毎週月・水・木曜　10:00～12:00

▼申込方法／福祉課窓口にて申し込み

　与那原町では、高齢者の方々が健康で生き生きと心豊かに生活
できることを目指して、介護予防事業を実施しています。今回は、実
施している中から、２つの教室を紹介します。そのほかの介護予防
事業について知りたい際にも福祉課へお問い合わせください。

※

毎
年
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◎民生委員・児童委員になる方を募集しています。
　詳しくは福祉課までお問い合わせください。

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
住
民
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
人
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。ま
た
民
生
委
員
は
、

児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
って
い
ま
す
。民
生
委
員・児
童
委
員
の
中
に
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
与
那
原
町
に
は
現
在
27
人（
う
ち
主
任
児
童
委
員
１
人
）が
町
の
各
行
政
区
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

民生委員・児童委員  主なはたらき
相談のはたらき

　地域住民がかかえる問題について、相手の立場に立ち、
　親身になって相談にのります。

情報提供のはたらき
　社会福祉の制度・サービスの内容や情報を住民に的確
　に提供します。

生活支援のはたらき
　住民の求める生活支援を自ら行い、支援体制をつく
　っていきます。

せそこ　せいしょう

　底　正詳
（当添）

せそこ　ゆうこ

　底　雄子
（主任児童委員・当添）

ちねん　つねこ

知念　常子
（板良敷）

ながみね　みつこ

長嶺　ミツ子
（板良敷）

ふるげん　いくこ

古堅　郁子
（板良敷）

もろみざと　のりこ

諸見里　紀子
（港）

しんざと　もりみつ

新里　盛光
（江口）

てるや　えいいち

照屋　栄一
（与原）

きんじょう　みちえ

金城　美智江
（江口）

とうやま　ひろみ

當山　ヒロミ
（新島）

いしかわ　けんいち

石川　健一
（森下）

とくもと　のぶこ

徳元　信子
（与原）

しんざと　のぼる

新里　昇
（与原）

とくもと　けいこ

徳元　恵子
（与原）

しんがき　さちこ

新垣　佐智子
（上与那原・新任）

しきな　きょうこ

識名　享子
（大見武）

なかむら　かずこ

仲村　和子
（上与那原）

きしゃば　けんせい

喜舎場　兼生
（上与那原）

くわえ　ゆうこ

桑江　裕子
（浜田）

たましろ　みちこ

玉城　美智子
（大見武）

とうま　たかし

當間　隆
（浜田）

がねこ　はつえ

我如古　初江
（中島）

みやひら　とおる

宮平　徹
（中島）

あらかき　よりこ

新垣　順子
（新島）

くになか　ようこ

國仲　洋子
（東浜）

かわかみ　ひろこ

川上　ヒロ子
（東浜）

たかざと　りょうこ

高里　良子
（江口）

福祉課 ☎945-1525　 社会福祉協議会 ☎945-3016お問い合わせ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

皆
さ
ま
の
手
助
け
を
す
る

民生委員
　児童委員とは

 福祉課　☎945-1525お問い合わせ

ペアレントトレーニング (家族教室)子育てが
気になる

保護者の
ための

　「子育てがうまくいかないなぁ」「どんな声かけをしたらいい
んだろう？」と悩むことはありませんか。今回、子育てが気に
なる保護者のためのペアレントプログラムを開催します。子
育てが気になる子どもの行動を理解し、適切な対応法を具
体的に学び、練習することを通して、より良い親子関係づく
りと子どもの望ましい行動の増加を目指していきませんか。

参加対象▶子育てが気になる子どもの保護者
場　　所▶コニュニティーセンター　ほか
参 加 費▶3,000円（資料代）
定　　員▶6～8名　▼申込期間／４月23日（金）まで
申込方法▶窓口申込書記入または郵送提出

（町ホームページに申込書掲載）
講　　師▶NPO法人 わくわくの会 さぽーとせんたーi

開催期間  ５月20日～８月26日（全８回）  2週に1回（木曜日）　10:30～12:00

開催期間  ４月～令和４年４月　原則として毎月（第４土曜日）　14:00～15:30

※参加決定者は開催日前に講師との面談があります。
　

※毎回参加が原則です。また、グループで行いますので、遅刻も厳禁です。
　家庭での練習が最も大切ですのでホームワーク（宿題）をやるようお願いします。

対　　象▶与那原町在住の障害児者
場　　所▶コミュニティーセンター集会室
参 加 費▶無料
定　　員▶20名程度
申し込み期間▶４月23日（金）まで
申込方法▶窓口申込書記入
講　　師▶一般社団法人琉球スポーツサポート

与那原町Mixスポーツ教室 参加者＆ボランティア 募 集

参加者募集

障害者の皆さんの体力・健康維持・交流・余暇支援などを目的に「与那原町 Mixスポーツ教室」を開催します。
集団や個々でできるリズム体操や道具を使った協調運動など、さまざまな運動に触れる機会です。どうぞご参加ください。

※この事業を支えていただけるボランティア募集しています。
　興味のある方は下記へお問い合わせください。

介護予防事業介護予防事業
与那原町の

  男の綱がる料理教室
　内容料理を覚えて作る楽しさを見出し、交友を広げる
ことができる料理教室です。

▼対　象／65歳以上で要介護１～５の認定を受けてい
　　　　　ない（要支援１～２の方は対象）男性。

▼参加費／１回500円（当日の教室で支払い）

▼場　所／与那原町コミュニティーセンター

▼日　時／毎月第２金曜日10時～（月１回）

▼申込方法／福祉課窓口にて申し込み

  パワーアップ教室
　トレーニングジムの運動器具を正しく使い、体力の向
上・足腰の強化をはかることが出来ます。トレーナーの指
導もありますので、初めて運動器具を使用する方でも安
心して始められます。

▼対　象／65歳以上で要介護認定・要支援認定を受け
　　　　　ていない方

▼参加費／２時間100円／（町観光交流施設使用料）

▼場　所／観光交流施設トレーニング室

▼日　時／毎週月・水・木曜　10:00～12:00

▼申込方法／福祉課窓口にて申し込み

　与那原町では、高齢者の方々が健康で生き生きと心豊かに生活
できることを目指して、介護予防事業を実施しています。今回は、実
施している中から、２つの教室を紹介します。そのほかの介護予防
事業について知りたい際にも福祉課へお問い合わせください。

※
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印は休館日です    

いこ
うよ

　確実に食べることができる種類以外の植物を食べるのはおすすめできません。
また採集場所が化学物質などで汚染されていないかも気を付けてください。
　草むらに入るときは、ハブなどの危険生物に気を付けてください。

受
賞
し
た
中
央
の
６
人
。（
前
列
左
か
ら
）

久
場
詩
月
さ
ん
、宮
城
咲
里
さ
ん
、親
田
諒

さ
ん
、（
後
列
左
か
ら
）赤
嶺
倖
菜
さ
ん
、當

間
紗
羽
さ
ん
、與
座
茉
莉
華
さ
ん
＝
12
月

15
日
与
那
原
東
小
学
校

救
急
隊
員
が
着
用
す
る
防
護
服

図書館 与那原町立図書館   与那原町字与那原712番地

書　　　　　　　　　　名 著　者　名 出　版　社 内容

● 推し、燃ゆ　　　　★第164回芥川賞受賞
● 心淋し川　　　　 ★第164回直木賞受賞
● JR上野駅公園口　★全米図書賞翻訳部門受賞
● 自転しながら公転する
● オルタネート
● 漫画サピエンス全史　人類の誕生編
● 世界一わかりやすいイカとタコの図鑑
● 中学英語から始める洋書の世界
● ブラック霞が関
● 居るのはつらいよ　ケアとセラピーについての覚書

● 分解する図鑑
● パンどろぼう
● グレッグのダメ日記　なんとかなるさ

● 大切な人は今もそこにいる
● 教室に並んだ背表紙
● カカ・ムラド～ナカムラのおじさん

宇佐見　りん
西條　奈加
柳　美里
山本　文緒
加藤　シゲアキ
ユヴァル・ノア・ハラリ
ロジャー・ハンロン
林　剛司
千正　康裕
東畑　開人

日本の小説
日本の小説
日本の小説
日本の小説
日本の小説
世 界 史
海洋生物
英 語
日本の行政
心理療法

河出書房新社
集 英 社
河出書房新社
新 潮 社
新 潮 社
河出書房新社
化 学 同 人
青 春 出 版 社
新 潮 社
医 学 書 院

森下　信
柴田　ケイコ
ジェフ・キニー

図 鑑
絵 本
外国の物語

小 学 館
KADOKAWA
ポ プ ラ 社

千葉　望
相沢　沙呼
ガフワラ

東日本大震災
日本の小説
中村　哲

理 論 社
集 英 社
双 葉 社

京大出の心理学ハカ
セが飛び込んだ、あら
ゆる価値が反転する
「ふしぎの国」。沖縄の
精神科デイケアを舞
台に、ケアとセラピー
について綴る。大佛
次郎論壇賞受賞作。

おじさんのキャンピングカーで家族旅行が
できるんだって。ワクワクする！読むと元気に
なる、すごーくダメな少年の日記シリーズ。

一  

般  

図  

書

児
童
図
書
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
資
料

与那原町立図書館  ☎946-6959お問い合わせ

【火～金】 午前10時～午後7時　【土 ・ 日】 午前10時～午後5時 　【休館日】 月曜日、第4金曜日(資料整理日）

利用者カードの有効期限の更新時期です ４/23〜５/12こどもの読書週間
　図書館では年度ごとに住所の確認を行って
います。中学生以上の方には、身分証や学生証
の提示をお願いしています。小学生以下のお
子さんの場合は、保護者の身分証の確認、また
は更新申請書の提出をお願いしています。在
勤・在学の方は住所確認に合わせて在勤証明
書の提出・学生証の提示をお願いしています。
ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします。

　2021年の標語は「いっしょに
　よもう、いっぱい　よもう」で
す。町立図書館では、いろいろな
種類の本を取りそろえるととも

に、こどもたちに読書への興味を持ってもらお
うと読書通帳や図書館交換日記の配布などを
行っています。この春、皆さんにも、素敵な本と
のとびっきりの出会いがきっとあります！

新しく入った本
※最新の開館状況については図書館HPをご確認ください。

図書館
カレンダー

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

新規登録

貸出人数

貸出点数

開館日数

28人

1,052人

3,568冊

21日

2月の利用状況

5月
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

4月

町 史 編 纂 室 よ り

生涯学習振興課　町史編纂係  ☎871-9981　Fax098-835-8617お問い合わせ

　４月の運玉森を散策していると、よく日の当たる地表に
つやつやとした赤い実を見つけることがあります。いわゆ
る野イチゴです。
　与那原町で見かける野イチゴのうち、「イチュビ」と呼ば
れて親しまれてきたのはナワシロイチゴとホウロクイチゴ
です。前者は地面を低く這い、後者は大きな葉を立ち上が
らせます。どちらも野山でよく目立ち、おいしい実として与
那原の子どもたちに親しまれて来たようです。これらのイ
チゴもこのころは目にすることが少なくなってきました。

もう一つ、与那原
でイチュビと呼
ばれることもある
のがシマグワの
実です。年に数
度実をつけるシ
マグワは本物の
イチュビに負け
ず劣らず、あるい
はそれ以上によ
く食べられてい
ました。指先や口
が紫色に染まった思い出がある方も多いのではないで
しょうか。

さまざまなイチュビ与那原の自然と人 24

東小４年の作品が
ポスターに

 東部消防本部警防課救急救助係　☎9946-9999お問い合わせ

　料理中、ふとよそ見をしている
すきにコンロの火が回り…
　東部消防組合が行った春の火
災予防運動で町内各所に掲示さ
れているポスターの図案に選ば
れたのは、宮城咲里(さり)さん＝
与那原東小＝の作品。東部消防

管轄３町の小学４年生を対象に行った「令和２年度防火ポスター
コンクール」に応募した103点の中から16人が入賞し、ポスタ
ーになった２作品のうちの１つです。
　このコンクールは、学校や地域あるいは家庭で防火の意識を
強め、さらに広げることを目的として行われたもので、町内の小
学校からは６人が入賞し、昨年暮れに表彰式が行われました。

春の火災予防運動で

救急隊の防護服は
感染者の搬送とは限りません

　東部消防本部では新型コロナウイルス感染症に対する感染防
止対策を強化しています。
　感染拡大防止のため、写真のような防護服やゴーグル、マスク
などを着用して現場活動を行うことがあります。救急隊員が防護
服を着用しているからといって、必ずしも救急搬送される方が新
型コロナウイルス感染症に感染しているわけではありません。
　また、必要に応じ換気のために車窓を開け、救急搬送される方
や同乗される方にもマスクなどの着用をお願いすることがあり
ます。
　感染防止対策は、救急隊員が感染源になることを防ぎ、住民の
皆さんが安心して救急車を利用できる体制を守るために講じて
います。皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

夜リラックスヨガ教室［第１期］

呼
吸
に
意
識
を
向
け
、１
つ
１
つ
の

ポ
ー
ズ
を
ゆ
っ
く
と
丁
寧
に
行
い
、心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

柔
軟
体
操
や
マ
ッ
ト
運
動
、跳
び

箱
、鉄
棒
な
ど
な
ど
、み
ん
な
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
す
！

期　間▶４月９日～６月18日（金曜日　全８回）
時　間▶クラス①19:15～20:15
　　　期　間▶5月13日～7月8日

　　　　　　　（木曜日 全8回）
時　間▶３・４歳　14:30～15:20
　　　　５・６歳　15:30～16:30
会　場▶アリーナ半面

講　師▶呉屋　京辰
対　象▶３歳～６歳
定　員▶各クラス10名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶４月８日～
　　　定員に達し次第受付終了

「初級者クラス」＝ヨガ初心者や、ゆったりしたポーズでリラック
スした時間を過ごしたい方向け

「初級・中級者クラス」＝より体に負荷をかけ、運動不足解
消、柔軟性＆筋力アップ（最後はリラックス）したい方向け

　　▶クラス②20:30～21:30

会　場▶2F多目的室
講　師▶柳　孝道
対　象▶一般

定　員▶各10名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）

 与那原町観光交流施設　☎945-3335お問い合わせ

申込場所▶与那原町観光交流施設
申込方法▶（申込期間内に）電話・窓口にて受講予約→当施設
　　　　　窓口にて申込記入・受講料支払い→申込完了
※期限内に申込完了がない場合はキャンセル扱いとなります。

　４月スタートを予定しておりました第１期BODYメイク教室
は日程調整の結果、残念ながら延期とさせていただきました。
お問い合わせくださいました皆さんには申し訳ございません。
今しばらくお待ちください。

第１期　女性限定BODYメイク教室
延期のおしらせ（おわび）

与那原町観光交流施設
のびのび・思いっきり！
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印は休館日です    

いこ
うよ

　確実に食べることができる種類以外の植物を食べるのはおすすめできません。
また採集場所が化学物質などで汚染されていないかも気を付けてください。
　草むらに入るときは、ハブなどの危険生物に気を付けてください。
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図書館 与那原町立図書館   与那原町字与那原712番地

書　　　　　　　　　　名 著　者　名 出　版　社 内容

● 推し、燃ゆ　　　　★第164回芥川賞受賞
● 心淋し川　　　　 ★第164回直木賞受賞
● JR上野駅公園口　★全米図書賞翻訳部門受賞
● 自転しながら公転する
● オルタネート
● 漫画サピエンス全史　人類の誕生編
● 世界一わかりやすいイカとタコの図鑑
● 中学英語から始める洋書の世界
● ブラック霞が関
● 居るのはつらいよ　ケアとセラピーについての覚書

● 分解する図鑑
● パンどろぼう
● グレッグのダメ日記　なんとかなるさ

● 大切な人は今もそこにいる
● 教室に並んだ背表紙
● カカ・ムラド～ナカムラのおじさん

宇佐見　りん
西條　奈加
柳　美里
山本　文緒
加藤　シゲアキ
ユヴァル・ノア・ハラリ
ロジャー・ハンロン
林　剛司
千正　康裕
東畑　開人

日本の小説
日本の小説
日本の小説
日本の小説
日本の小説
世 界 史
海洋生物
英 語
日本の行政
心理療法

河出書房新社
集 英 社
河出書房新社
新 潮 社
新 潮 社
河出書房新社
化 学 同 人
青 春 出 版 社
新 潮 社
医 学 書 院

森下　信
柴田　ケイコ
ジェフ・キニー

図 鑑
絵 本
外国の物語

小 学 館
KADOKAWA
ポ プ ラ 社

千葉　望
相沢　沙呼
ガフワラ

東日本大震災
日本の小説
中村　哲

理 論 社
集 英 社
双 葉 社

京大出の心理学ハカ
セが飛び込んだ、あら
ゆる価値が反転する
「ふしぎの国」。沖縄の
精神科デイケアを舞
台に、ケアとセラピー
について綴る。大佛
次郎論壇賞受賞作。

おじさんのキャンピングカーで家族旅行が
できるんだって。ワクワクする！読むと元気に
なる、すごーくダメな少年の日記シリーズ。
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与那原町立図書館  ☎946-6959お問い合わせ

【火～金】 午前10時～午後7時　【土 ・ 日】 午前10時～午後5時 　【休館日】 月曜日、第4金曜日(資料整理日）

利用者カードの有効期限の更新時期です ４/23〜５/12こどもの読書週間
　図書館では年度ごとに住所の確認を行って
います。中学生以上の方には、身分証や学生証
の提示をお願いしています。小学生以下のお
子さんの場合は、保護者の身分証の確認、また
は更新申請書の提出をお願いしています。在
勤・在学の方は住所確認に合わせて在勤証明
書の提出・学生証の提示をお願いしています。
ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします。

　2021年の標語は「いっしょに
　よもう、いっぱい　よもう」で
す。町立図書館では、いろいろな
種類の本を取りそろえるととも

に、こどもたちに読書への興味を持ってもらお
うと読書通帳や図書館交換日記の配布などを
行っています。この春、皆さんにも、素敵な本と
のとびっきりの出会いがきっとあります！

新しく入った本
※最新の開館状況については図書館HPをご確認ください。

図書館
カレンダー
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新規登録
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28人
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3,568冊
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4月

町 史 編 纂 室 よ り

生涯学習振興課　町史編纂係  ☎871-9981　Fax098-835-8617お問い合わせ

　４月の運玉森を散策していると、よく日の当たる地表に
つやつやとした赤い実を見つけることがあります。いわゆ
る野イチゴです。
　与那原町で見かける野イチゴのうち、「イチュビ」と呼ば
れて親しまれてきたのはナワシロイチゴとホウロクイチゴ
です。前者は地面を低く這い、後者は大きな葉を立ち上が
らせます。どちらも野山でよく目立ち、おいしい実として与
那原の子どもたちに親しまれて来たようです。これらのイ
チゴもこのころは目にすることが少なくなってきました。

もう一つ、与那原
でイチュビと呼
ばれることもある
のがシマグワの
実です。年に数
度実をつけるシ
マグワは本物の
イチュビに負け
ず劣らず、あるい
はそれ以上によ
く食べられてい
ました。指先や口
が紫色に染まった思い出がある方も多いのではないで
しょうか。

さまざまなイチュビ与那原の自然と人 24

東小４年の作品が
ポスターに

 東部消防本部警防課救急救助係　☎9946-9999お問い合わせ

　料理中、ふとよそ見をしている
すきにコンロの火が回り…
　東部消防組合が行った春の火
災予防運動で町内各所に掲示さ
れているポスターの図案に選ば
れたのは、宮城咲里(さり)さん＝
与那原東小＝の作品。東部消防

管轄３町の小学４年生を対象に行った「令和２年度防火ポスター
コンクール」に応募した103点の中から16人が入賞し、ポスタ
ーになった２作品のうちの１つです。
　このコンクールは、学校や地域あるいは家庭で防火の意識を
強め、さらに広げることを目的として行われたもので、町内の小
学校からは６人が入賞し、昨年暮れに表彰式が行われました。

春の火災予防運動で

救急隊の防護服は
感染者の搬送とは限りません

　東部消防本部では新型コロナウイルス感染症に対する感染防
止対策を強化しています。
　感染拡大防止のため、写真のような防護服やゴーグル、マスク
などを着用して現場活動を行うことがあります。救急隊員が防護
服を着用しているからといって、必ずしも救急搬送される方が新
型コロナウイルス感染症に感染しているわけではありません。
　また、必要に応じ換気のために車窓を開け、救急搬送される方
や同乗される方にもマスクなどの着用をお願いすることがあり
ます。
　感染防止対策は、救急隊員が感染源になることを防ぎ、住民の
皆さんが安心して救急車を利用できる体制を守るために講じて
います。皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

夜リラックスヨガ教室［第１期］
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期　間▶４月９日～６月18日（金曜日　全８回）
時　間▶クラス①19:15～20:15
　　　期　間▶5月13日～7月8日

　　　　　　　（木曜日 全8回）
時　間▶３・４歳　14:30～15:20
　　　　５・６歳　15:30～16:30
会　場▶アリーナ半面

講　師▶呉屋　京辰
対　象▶３歳～６歳
定　員▶各クラス10名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶４月８日～
　　　定員に達し次第受付終了

「初級者クラス」＝ヨガ初心者や、ゆったりしたポーズでリラック
スした時間を過ごしたい方向け

「初級・中級者クラス」＝より体に負荷をかけ、運動不足解
消、柔軟性＆筋力アップ（最後はリラックス）したい方向け

　　▶クラス②20:30～21:30

会　場▶2F多目的室
講　師▶柳　孝道
対　象▶一般

定　員▶各10名（先着順）
受講料▶5,000円（保険料込み）

 与那原町観光交流施設　☎945-3335お問い合わせ

申込場所▶与那原町観光交流施設
申込方法▶（申込期間内に）電話・窓口にて受講予約→当施設
　　　　　窓口にて申込記入・受講料支払い→申込完了
※期限内に申込完了がない場合はキャンセル扱いとなります。

　４月スタートを予定しておりました第１期BODYメイク教室
は日程調整の結果、残念ながら延期とさせていただきました。
お問い合わせくださいました皆さんには申し訳ございません。
今しばらくお待ちください。

第１期　女性限定BODYメイク教室
延期のおしらせ（おわび）

与那原町観光交流施設
のびのび・思いっきり！

幼児体操教室［第１期］
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税務署からのお知らせ

税務課からのお知らせ

令和３（2021）年度  町税納期カレンダー

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

4月30日

5月31日

6月30日

8月  2日

8月31日

̶

11月1日

̶

1月4日

1月31日

2月28日

̶

4月26日

5月25日

6月25日

7月26日

8月25日

̶

10月25日

̶

12月27日

1月25日

2月25日

̶

固定資産税（１期）

軽自動車税（全期）

町県民税（１期）

固定資産税（２期）

町県民税（２期）

̶

町県民税（３期）

̶

固定資産税（３期）

町県民税（４期）

固定資産税（４期）

̶

納期月 納期限 口座振替日町税の種類
令和３
（2021）年

令和４
（2022）年

令和4
（2022）年

令和4
（2022）年

固定資産課税台帳を閲覧される方へ

申告期限・納付期限が延長されました

　固定資産課税台帳には、１月１日の現況をもとに、所有者
ごとに土地、家屋、償却資産の価格、課税標準額などが記載
されています。

 閲覧の範囲　権利や義務にかかる土地・家屋の固定資産課税台帳
　　　　　　　　　　（所在地、 地目・構造、地積・床面積等）
  閲覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税
義務者からの委任状が必要）、借地借家人（賃貸契約書の写し
等）、固定資産の処分を有する一定の者

期　間▶４月１日（木）から通年
　　　　　　　　　　　※土・日、祝祭日、年末年始を除きます
時　間▶午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　※正午から午後１時を除きます
場　所▶与那原町役場１階　税務課

※閲覧の際は本人確認を行います。運転免許証などの確認できるも
　のをご持参ください。

土地・家屋価格など帳簿の縦覧
期　間▶４月１日（木）～４月30日（金）  ※土・日、祝祭日を除く
時　間▶午前８時30分～午後５時15分  ※正午から午後１時を除く
場　所▶与那原町役場１階　税務課

  縦覧の範囲　土地 ： 所在, 地番、地目、地積、評価額
　　　　　　　家屋 ： 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

  縦覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税
義務者からの委任状が必要）、納税管理人

※縦覧の際は本人確認を行います。運転免許証などの確認できる 
　ものをご持参ください。
※縦覧場所での縦覧のみとし、コピーの交付はしません。

税務課 ☎945-4477お問い合わせ  

税務課 ☎945-4477お問い合わせ  

交換する方  待ってます！
与那原町オリジナルナンバープレート交付しています

すでに交付済の標準標識（絵柄が無いもの）との交換も可能！
※ただし、新規交付・交換ともに車両番号の指定はできません。

交換時の必要書類 ̶ 対象車種 ̶

① ナンバープレート
② 標識交付証明書
③ 自賠責保険証明書

● 原付第一種　50cc以下 【白色】
● 原付第二種乙　90cc以下 【黄色】
● 原付第二種甲 125cc以下 【桃色】
● ミニカー　　 50cc以下 【水色】

所得税 贈与税 消費税

申告所得税、贈与税および個人事業者の消費税の申告・納付期限は、４月15日（木）に延長されました。
※与那原町での申告受付は３月15日（月）をもって終了しました。 ※確定申告会場などは那覇税務署までご確認ください。

申告期限・納付期限
税　目 当　初 延長後

申 告 所 得 税
個人事業者の消費税
贈 与 税

３月15日（月）
３月31日（水）
３月15日（月）

４月15日（木）

税　目 当　初 延長後
申 告 所 得 税
個人事業者の消費税

４月19日（月）
４月23日（金）

５月31日(月)
５月24日(月)

振　替　日

　与那原町での申告受付（令和３年度）は、３月15日
（月）をもって終了しました。
　住民税申告については６月１日（火）より税務課窓口で
受付開始します。

町の申告受付期間は終了

詳しくは国税庁のHPで

那覇税務署 ☎867-3101お問い合わせ  詳しくは国税庁のHPで

密を
避ける

密を
作らない

スマホ
パソコンで
（e-Tax）

確定申告会場への
入場には
整理券が必要

ご自宅から
申告できます

各会場で当日配布します
LINEから
事前発行もできます

振替納付日
令和２年分の振替納付日

国税の納付はキャッシュレス納付が便利です

所得税及び復興特別所得税
個人事業者の消費税及び地方消費税

５月31日（月）
５月24日（月）

　国税の納付は、ダイレクト納付、振替納税、コンビニ納付、
クレジットカード納付のいずれかの方法が便利で
す。納付期限までの納付をお願いします。

　確定申告に関するお問い合わせ
那覇税務署（☎867-3101）へご確認ください。

▶相談日／４月16日（金）・ ５月７日（金）・ ５月21日（金）
　※原則として奇数月は第１・３金曜、偶数月は第３金曜日
　　　　　　　　　　　　 　     （変更する場合があります）
▶時　間／午後２時～４時（受付順で時間指定）
▶場　所／役場第１庁舎
▶内　容／交通事故 ・ 土地問題 ・ ヤミ金融 ・ 多重債務　　　
　　　　  相続遺言・家庭問題ほか
▶申 込 方 法／電話予約
▶担当弁護士／中野清光氏（町顧問弁護士）

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

４月・５月の無料法律相談

　役場新庁舎敷地に新設された町民ホールの名称は「上の森
かなちホール」に決定しました。詳細は来月の広報紙に掲載予
定です。

お問い合わせ  生涯学習振興課  ☎835-8220

町民ホール  名称は「上の森かなちホール」

　与那原町役場新庁舎が完成しましたので、内覧会を開催しま
す。下記の時間中、町民の皆さんが自由に施設内を見学できま
すので、どうぞお越しください。

※新庁舎での業務開始は５月６日の予定です。
▶日時／４月10日（土）15:00～17:00
▶会場／与那原町役場新庁舎・与那原町上の森かなちホール
　　　　　　　　　　　　　（与那原町字上与那原16番地）

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

新庁舎が完成　内覧会を開催します

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

交通災害共済 に家族そろって加入しましょう

　沖縄県町村交通災害共済組合
は、沖縄県内の全町村で組織さ
れ、住民に対する「交通災害共済
事業」を実施しております。加入者
１人ひとりが相互扶助協力の精神
に基づき、見舞金を支給する共済
事業です。
共済掛金　１人につき500円
共済期間　令和３年４月１日
　　　　 　～令和４年３月31日
　※４月１日以降に加入の場合、  
　　受理された日の翌日からの共済期間となります。

申込方法　２月号広報に折り込まれている申込用紙に加入者 
　　名を連記し、掛金を添えて総務課へ提出してください。
　　（3月31日までは各区長・自治会長も受け付けています）

　※金融機関（銀行・農協・郵便局）での納金はできませんので
　　ご了承ください。

よりよい人生、大切な家族のために

サテライト相談窓口（要予約）

　本町の委託相談員が、ご相談の内容に応じて関係機関と連
携して支援を行います。

● 与那原町在住の障がいのある方（その家族を含む）
　※障がいの可能性がある場合も対象です。
● 障がい支援に携わる方（福祉サービス事業所等）
● お子さんの発達等が気になるなど、相談を希望される方

▶相談日時／毎週火曜日（休日は除く）14時～16時
▶受付方法／与那原町福祉課への電話申込
▶受付日時／土日祝祭日を除く午前８時半～午後５時15分

　　　（12時～13時は除く）

▶面談場所／与那原町交流センターひざし

委託相談事業所

お気軽にご相談ください

仕事
どうしよう…

生活が心配…

うちの子の
発達は…

無料

お問い合わせ  福祉課 ☎945-1525

※上記の日時で都合が合わない場合は、別の日へ調整可能です。

［直営］ 与那原町福祉課  ☎945-1525（主に精神障がい相談担当）
☎987-1167（主に児童相談担当）さぽーとせんたーi

与那原町社会福祉協議会  ☎945-3016（主に身体・知的障がい相談担当）
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税務署からのお知らせ

税務課からのお知らせ

令和３（2021）年度  町税納期カレンダー

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

4月30日

5月31日

6月30日

8月  2日

8月31日

̶

11月1日

̶

1月4日

1月31日

2月28日

̶

4月26日

5月25日

6月25日

7月26日

8月25日

̶

10月25日

̶

12月27日

1月25日

2月25日

̶

固定資産税（１期）

軽自動車税（全期）

町県民税（１期）

固定資産税（２期）

町県民税（２期）

̶

町県民税（３期）

̶

固定資産税（３期）

町県民税（４期）

固定資産税（４期）

̶

納期月 納期限 口座振替日町税の種類
令和３
（2021）年

令和４
（2022）年

令和4
（2022）年

令和4
（2022）年

固定資産課税台帳を閲覧される方へ

申告期限・納付期限が延長されました

　固定資産課税台帳には、１月１日の現況をもとに、所有者
ごとに土地、家屋、償却資産の価格、課税標準額などが記載
されています。

 閲覧の範囲　権利や義務にかかる土地・家屋の固定資産課税台帳
　　　　　　　　　　（所在地、 地目・構造、地積・床面積等）
  閲覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税
義務者からの委任状が必要）、借地借家人（賃貸契約書の写し
等）、固定資産の処分を有する一定の者

期　間▶４月１日（木）から通年
　　　　　　　　　　　※土・日、祝祭日、年末年始を除きます
時　間▶午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　※正午から午後１時を除きます
場　所▶与那原町役場１階　税務課

※閲覧の際は本人確認を行います。運転免許証などの確認できるも
　のをご持参ください。

土地・家屋価格など帳簿の縦覧
期　間▶４月１日（木）～４月30日（金）  ※土・日、祝祭日を除く
時　間▶午前８時30分～午後５時15分  ※正午から午後１時を除く
場　所▶与那原町役場１階　税務課

  縦覧の範囲　土地 ： 所在, 地番、地目、地積、評価額
　　　　　　　家屋 ： 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

  縦覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税
義務者からの委任状が必要）、納税管理人

※縦覧の際は本人確認を行います。運転免許証などの確認できる 
　ものをご持参ください。
※縦覧場所での縦覧のみとし、コピーの交付はしません。

税務課 ☎945-4477お問い合わせ  

税務課 ☎945-4477お問い合わせ  

交換する方  待ってます！
与那原町オリジナルナンバープレート交付しています

すでに交付済の標準標識（絵柄が無いもの）との交換も可能！
※ただし、新規交付・交換ともに車両番号の指定はできません。

交換時の必要書類 ̶ 対象車種 ̶

① ナンバープレート
② 標識交付証明書
③ 自賠責保険証明書

● 原付第一種　50cc以下 【白色】
● 原付第二種乙　90cc以下 【黄色】
● 原付第二種甲 125cc以下 【桃色】
● ミニカー　　 50cc以下 【水色】

所得税 贈与税 消費税

申告所得税、贈与税および個人事業者の消費税の申告・納付期限は、４月15日（木）に延長されました。
※与那原町での申告受付は３月15日（月）をもって終了しました。 ※確定申告会場などは那覇税務署までご確認ください。

申告期限・納付期限
税　目 当　初 延長後

申 告 所 得 税
個人事業者の消費税
贈 与 税

３月15日（月）
３月31日（水）
３月15日（月）

４月15日（木）

税　目 当　初 延長後
申 告 所 得 税
個人事業者の消費税

４月19日（月）
４月23日（金）

５月31日(月)
５月24日(月)

振　替　日

　与那原町での申告受付（令和３年度）は、３月15日
（月）をもって終了しました。
　住民税申告については６月１日（火）より税務課窓口で
受付開始します。

町の申告受付期間は終了

詳しくは国税庁のHPで

那覇税務署 ☎867-3101お問い合わせ  詳しくは国税庁のHPで

密を
避ける

密を
作らない

スマホ
パソコンで
（e-Tax）

確定申告会場への
入場には
整理券が必要

ご自宅から
申告できます

各会場で当日配布します
LINEから
事前発行もできます

振替納付日
令和２年分の振替納付日

国税の納付はキャッシュレス納付が便利です

所得税及び復興特別所得税
個人事業者の消費税及び地方消費税

５月31日（月）
５月24日（月）

　国税の納付は、ダイレクト納付、振替納税、コンビニ納付、
クレジットカード納付のいずれかの方法が便利で
す。納付期限までの納付をお願いします。

　確定申告に関するお問い合わせ
那覇税務署（☎867-3101）へご確認ください。

▶相談日／４月16日（金）・ ５月７日（金）・ ５月21日（金）
　※原則として奇数月は第１・３金曜、偶数月は第３金曜日
　　　　　　　　　　　　 　     （変更する場合があります）
▶時　間／午後２時～４時（受付順で時間指定）
▶場　所／役場第１庁舎
▶内　容／交通事故 ・ 土地問題 ・ ヤミ金融 ・ 多重債務　　　
　　　　  相続遺言・家庭問題ほか
▶申 込 方 法／電話予約
▶担当弁護士／中野清光氏（町顧問弁護士）

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

４月・５月の無料法律相談

　役場新庁舎敷地に新設された町民ホールの名称は「上の森
かなちホール」に決定しました。詳細は来月の広報紙に掲載予
定です。

お問い合わせ  生涯学習振興課  ☎835-8220

町民ホール  名称は「上の森かなちホール」

　与那原町役場新庁舎が完成しましたので、内覧会を開催しま
す。下記の時間中、町民の皆さんが自由に施設内を見学できま
すので、どうぞお越しください。

※新庁舎での業務開始は５月６日の予定です。
▶日時／４月10日（土）15:00～17:00
▶会場／与那原町役場新庁舎・与那原町上の森かなちホール
　　　　　　　　　　　　　（与那原町字上与那原16番地）

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

新庁舎が完成　内覧会を開催します

お問い合わせ  総務課  ☎945-2201

交通災害共済 に家族そろって加入しましょう

　沖縄県町村交通災害共済組合
は、沖縄県内の全町村で組織さ
れ、住民に対する「交通災害共済
事業」を実施しております。加入者
１人ひとりが相互扶助協力の精神
に基づき、見舞金を支給する共済
事業です。
共済掛金　１人につき500円
共済期間　令和３年４月１日
　　　　 　～令和４年３月31日
　※４月１日以降に加入の場合、  
　　受理された日の翌日からの共済期間となります。

申込方法　２月号広報に折り込まれている申込用紙に加入者 
　　名を連記し、掛金を添えて総務課へ提出してください。
　　（3月31日までは各区長・自治会長も受け付けています）

　※金融機関（銀行・農協・郵便局）での納金はできませんので
　　ご了承ください。

よりよい人生、大切な家族のために

サテライト相談窓口（要予約）

　本町の委託相談員が、ご相談の内容に応じて関係機関と連
携して支援を行います。

● 与那原町在住の障がいのある方（その家族を含む）
　※障がいの可能性がある場合も対象です。
● 障がい支援に携わる方（福祉サービス事業所等）
● お子さんの発達等が気になるなど、相談を希望される方

▶相談日時／毎週火曜日（休日は除く）14時～16時
▶受付方法／与那原町福祉課への電話申込
▶受付日時／土日祝祭日を除く午前８時半～午後５時15分

　　　（12時～13時は除く）

▶面談場所／与那原町交流センターひざし

委託相談事業所

お気軽にご相談ください

仕事
どうしよう…

生活が心配…

うちの子の
発達は…

無料

お問い合わせ  福祉課 ☎945-1525

※上記の日時で都合が合わない場合は、別の日へ調整可能です。

［直営］ 与那原町福祉課  ☎945-1525（主に精神障がい相談担当）
☎987-1167（主に児童相談担当）さぽーとせんたーi

与那原町社会福祉協議会  ☎945-3016（主に身体・知的障がい相談担当）
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旧２月20日

旧２月21日

旧２月22日

旧２月23日

旧２月24日

旧２月25日

旧２月26日

旧２月27日

旧２月28日

旧２月29日

旧２月30日

旧３月１日

旧３月２日

旧３月３日

旧３月４日

旧３月５日

旧３月６日

旧３月７日

旧３月８日

旧３月９日

旧３月10日

旧３月11日

旧３月12日

旧３月13日

旧３月14日

旧３月15日

旧３月16日

旧３月17日

旧３月18日

旧３月19日

※家庭ごみや事業所・地域のイベント、　
　ごみ箱への設置には使用できません。
　詳しくは下記までお問い
　合わせください。

４月１日

４月２日

４月３日

４月４日

４月５日

４月６日

４月７日

４月８日

４月９日

４月10日

４月11日

４月12日

４月13日

４月14日

４月15日

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

４月16日

４月17日

４月18日

４月19日

４月20日

４月21日

４月22日

４月23日

４月24日

４月25日

４月26日

４月27日

４月28日

４月29日

４月30日

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

※「第１庁舎」は福祉センター仮庁舎の名称です

下水道への接続で、きれいな海の再生を!

※行事は中止・延期・内容変更の可能性があります

お問い合わせ  福祉課　☎945-1525
お問い合わせ  南部広域行政組合  東部環境美化センター  ☎946-3014

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町

計

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町

計

－ 8.9
－ 7.8
－ 9.4
－ 10.9
－ 9.2

13 
25 
27 
19 
84 

－ 5.8
－ 3.4
－ 5.7
－ 13.6
－ 7.3

8 
13 
18 
13 
52 

搬
入
台
数（
台
）

搬
入
量（
ｔ
）

市町名 ２月 
360 
699 
760 
530 

2,349 

196 
314 
429 
312 

1,251 

１月 
395
758
839
595

2,587

208
325
455
361

1,349

前月比（%） １日平均

可燃ごみの搬入量・搬入台数

南部広域行政組合  東部環境美化センターからのお知らせ

※新型コロナウイルス感染症の拡大にともなう国・沖縄県の緊急事
　態宣言発令期間中は「ごみの直接持ち込み」は停止します。詳しく
　は下記までお問い合わせください。

お問い合わせ  沖縄県国際交流・人材育成財団  ☎942-9214

与那原町
町内バス実証実験のお知らせ

　町内バスを利用するには、福祉課窓口または車内で乗
車券の発行申請を行ってください。
▶申請受付／福祉課 ９時～１７時

　　　（土日、祝祭日及び、１２時～１３時の間は除きます）

８名まで
乗れます

高齢者と障が
いのある方

向けの「福祉
バス」です

乗車の際は
マスク着用

を

お願いしま
す無料です！

4月 町 の 主 な 行 事町 の 主 な 行 事

　沖縄県国際交流・人材育成財団では、県内にある米軍施設・
区域内大学への就学希望者を募集します。
▶大 学 名／メリーランド大学、トロイ大学院、ブリッジプログラム

（語学研修講座）

▶募集人数／70名程度
▶募集期間／４月１日（木）～30日（金）17時まで

※郵送の場合４月30日（金）消印有効
▶受 験 料／6,500円
▶選考試験／zoomによる面接。５月中旬予定
▶募集要項／下記HPよりダウンロード

http://www.oihf.or.jp/

・図書館休館日

・図書館休館日

・２歳児歯科検診（町コミュニティセンター）

お問い合わせ  沖縄県国際交流・人材育成財団 ☎942-9213

区域内大学（基地内大学）就学者募集

お問い合わせ  上下水道課　料金担当 ☎945-3017

　専用アプリをダウンロードして、納付書のバーコードをスマート
フォンのカメラで読み込むと、登録口座などからお支払い（スマ
ホ決済）できます。24時間どこからでも、簡単な操作でキャッシ
ュレスによる支払いができます。詳しい操作方法については、ア
プリ提供の各社ホームページをご覧ください。

 決済の注意点
●スマートフォンにアプリをインストールした後、アプリ内でチャ 
　ージ（LINEPay・PayPay・auPAY)か、銀行口座の登録（楽天
　銀行・PayB・銀行Pay)が必要です。

●対象はバーコードの記載がある有効期限内の納付書で上限は
　30万円（LINEPayは4万9999円、auPAYは25万円）までです。

●領収書は発行されません。領収書が必要な場合はコンビニ
　エンスストアや金融機関でお支払いください。

●支払い後も、領収印のない納付書が手元に残ります。料金の２
　重払い防止のため、支払い後は納付書を破棄してください。

　スマートフォンを使って上水道料金・下水道使用料の支払い
ができる「スマートフォン決済」が利用できます。

上水道料金・下水道使用料の納付

スマホ決済で便利に！

在沖縄米軍施設

スマートフォン決済ができるアプリ

銀行Pay（ゆうちょPayほか）

 上下水道課 ☎945-3017お問い合わせ

● 普及率（人口ベース）83.4%（±   0）
● 使用可能人口 16,803人（+ 27）
● 使用人口　　 12,822人（+ 32）
● 使用人口率　    76.3％（+ 0.1）

公共下水道普及状況 （１月末現在）
● 使用可能世帯数 7,096件（+ 20）
● 使用世帯数　5,230件（+ 19）
● 使用世帯率　 73.7％（+0.1）

与那原町発足（1949）

・町立小中学校入学式
・１歳６か月児健診（町コミュニティセンター）

　与那原まちづくり推進協議会では、ごみのポイ捨てをなくし、
もっと与那原をきれいにしようと、ボランティア清
掃の際のごみ袋を無料でお渡ししております。
▶対象／与那原町内で美化清掃活動を行う団体
▶枚数／１回の開催につき、ごみ袋100枚まで

町内清掃用のごみ袋を無料でお渡しします

お問い合わせ  与那原まちづくり推進協議会事務局（観光商工課内） ☎945-5323

清明

・新庁舎落成式・内覧会
・乳児一般健診（町コミュニティセンター）

・与那原町議会議員一般選挙公示日
・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）
・与那原町議会議員一般選挙期日前投票

（町観光交流施設）～17日

・町立小中学校始業式

・町立幼稚園入園式

・与那原町議会議員一般選挙投票日
　　　　　　　　　　      （町観光交流施設）

・固定資産税１期口座振替日
・図書館休館日

・無料法律相談（第１庁舎）

・３歳児健診（町コミュニティセンター）

・図書館休館日

・図書館休館日

・図書館休館日

・固定資産税１期納期限

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

お問い合わせ  与那原町社会福祉協議会  ☎945-3016

　「フードドライブ」とは、ご家庭で余っている食品をご寄付いた
だき、それを必要としている方に提供する“食のボランティア”です。
　「たくさんもらって余っている」「賞味期限までに食べられそう
にない」など、ご家庭に眠っている食品はありませんか？　その１
品を必要としている方がいます。ぜひご協力をお願いします。

フードドライブにご協力ください

▶受付窓口／与那原町社会福祉協議会
　　　　　　与那原町字上与那原16-2　第１庁舎１F
▶受付日時／年末年始 ・ 祝日を除く　月～金　8:30～17：00

※賞味期限が３カ月以上あり未開封で常温  
　保存が可能な食品をお願いします。

● お米
● 乾麺
● レトルト食品
● 缶詰類
● 調味料類　など

ご寄付いただきたい食品

昭和の日

三月ウマチー

穀雨

琉球古典音楽家・宮城嗣長没（1944） 琉球古典音楽家・仲泊兼蒲没（1945）

サンフランシスコ講和条約発効

・ 春の交通安全運動（～15日）
・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

　沖縄県国際交流・人材育成財団では令和３年度の貸与奨学
生を募集しています。貸与終了後は返還しなければなりません。

 高校奨学生
▶応募資格／沖縄県内に住所を有する者の子弟で、高等学校・
　　　　　　専修学校高等過程などに在学している生徒
▶申込方法／出願書類を学校から受け取り、学校が定める提
　　　　　　出期日(おおむね４月中旬)までに学校へ提出
▶お問い合わせ／在学している学校の奨学金担当者
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旧２月20日

旧２月21日

旧２月22日

旧２月23日

旧２月24日

旧２月25日

旧２月26日

旧２月27日

旧２月28日

旧２月29日

旧２月30日

旧３月１日

旧３月２日

旧３月３日

旧３月４日

旧３月５日

旧３月６日

旧３月７日

旧３月８日

旧３月９日

旧３月10日

旧３月11日

旧３月12日

旧３月13日

旧３月14日

旧３月15日

旧３月16日

旧３月17日

旧３月18日

旧３月19日

※家庭ごみや事業所・地域のイベント、　
　ごみ箱への設置には使用できません。
　詳しくは下記までお問い
　合わせください。

４月１日

４月２日

４月３日

４月４日

４月５日

４月６日

４月７日

４月８日

４月９日

４月10日

４月11日

４月12日

４月13日

４月14日

４月15日

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

４月16日

４月17日

４月18日

４月19日

４月20日

４月21日

４月22日

４月23日

４月24日

４月25日

４月26日

４月27日

４月28日

４月29日

４月30日

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

※「第１庁舎」は福祉センター仮庁舎の名称です

下水道への接続で、きれいな海の再生を!

※行事は中止・延期・内容変更の可能性があります

お問い合わせ  福祉課　☎945-1525
お問い合わせ  南部広域行政組合  東部環境美化センター  ☎946-3014

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町

計

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町

計

－ 8.9
－ 7.8
－ 9.4
－ 10.9
－ 9.2

13 
25 
27 
19 
84 

－ 5.8
－ 3.4
－ 5.7
－ 13.6
－ 7.3

8 
13 
18 
13 
52 

搬
入
台
数（
台
）

搬
入
量（
ｔ
）

市町名 ２月 
360 
699 
760 
530 

2,349 

196 
314 
429 
312 

1,251 

１月 
395
758
839
595

2,587

208
325
455
361

1,349

前月比（%） １日平均

可燃ごみの搬入量・搬入台数

南部広域行政組合  東部環境美化センターからのお知らせ

※新型コロナウイルス感染症の拡大にともなう国・沖縄県の緊急事
　態宣言発令期間中は「ごみの直接持ち込み」は停止します。詳しく
　は下記までお問い合わせください。

お問い合わせ  沖縄県国際交流・人材育成財団  ☎942-9214

与那原町
町内バス実証実験のお知らせ

　町内バスを利用するには、福祉課窓口または車内で乗
車券の発行申請を行ってください。
▶申請受付／福祉課 ９時～１７時

　　　（土日、祝祭日及び、１２時～１３時の間は除きます）

８名まで
乗れます

高齢者と障が
いのある方

向けの「福祉
バス」です

乗車の際は
マスク着用

を

お願いしま
す無料です！

4月 町 の 主 な 行 事町 の 主 な 行 事

　沖縄県国際交流・人材育成財団では、県内にある米軍施設・
区域内大学への就学希望者を募集します。
▶大 学 名／メリーランド大学、トロイ大学院、ブリッジプログラム

（語学研修講座）

▶募集人数／70名程度
▶募集期間／４月１日（木）～30日（金）17時まで

※郵送の場合４月30日（金）消印有効
▶受 験 料／6,500円
▶選考試験／zoomによる面接。５月中旬予定
▶募集要項／下記HPよりダウンロード

http://www.oihf.or.jp/

・図書館休館日

・図書館休館日

・２歳児歯科検診（町コミュニティセンター）

お問い合わせ  沖縄県国際交流・人材育成財団 ☎942-9213

区域内大学（基地内大学）就学者募集

お問い合わせ  上下水道課　料金担当 ☎945-3017

　専用アプリをダウンロードして、納付書のバーコードをスマート
フォンのカメラで読み込むと、登録口座などからお支払い（スマ
ホ決済）できます。24時間どこからでも、簡単な操作でキャッシ
ュレスによる支払いができます。詳しい操作方法については、ア
プリ提供の各社ホームページをご覧ください。

 決済の注意点
●スマートフォンにアプリをインストールした後、アプリ内でチャ 
　ージ（LINEPay・PayPay・auPAY)か、銀行口座の登録（楽天
　銀行・PayB・銀行Pay)が必要です。

●対象はバーコードの記載がある有効期限内の納付書で上限は
　30万円（LINEPayは4万9999円、auPAYは25万円）までです。

●領収書は発行されません。領収書が必要な場合はコンビニ
　エンスストアや金融機関でお支払いください。

●支払い後も、領収印のない納付書が手元に残ります。料金の２
　重払い防止のため、支払い後は納付書を破棄してください。

　スマートフォンを使って上水道料金・下水道使用料の支払い
ができる「スマートフォン決済」が利用できます。

上水道料金・下水道使用料の納付

スマホ決済で便利に！

在沖縄米軍施設

スマートフォン決済ができるアプリ

銀行Pay（ゆうちょPayほか）

 上下水道課 ☎945-3017お問い合わせ

● 普及率（人口ベース）83.4%（±   0）
● 使用可能人口 16,803人（+ 27）
● 使用人口　　 12,822人（+ 32）
● 使用人口率　    76.3％（+ 0.1）

公共下水道普及状況 （１月末現在）
● 使用可能世帯数 7,096件（+ 20）
● 使用世帯数　5,230件（+ 19）
● 使用世帯率　 73.7％（+0.1）

与那原町発足（1949）

・町立小中学校入学式
・１歳６か月児健診（町コミュニティセンター）

　与那原まちづくり推進協議会では、ごみのポイ捨てをなくし、
もっと与那原をきれいにしようと、ボランティア清
掃の際のごみ袋を無料でお渡ししております。
▶対象／与那原町内で美化清掃活動を行う団体
▶枚数／１回の開催につき、ごみ袋100枚まで

町内清掃用のごみ袋を無料でお渡しします

お問い合わせ  与那原まちづくり推進協議会事務局（観光商工課内） ☎945-5323

清明

・新庁舎落成式・内覧会
・乳児一般健診（町コミュニティセンター）

・与那原町議会議員一般選挙公示日
・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）
・与那原町議会議員一般選挙期日前投票

（町観光交流施設）～17日

・町立小中学校始業式

・町立幼稚園入園式

・与那原町議会議員一般選挙投票日
　　　　　　　　　　      （町観光交流施設）

・固定資産税１期口座振替日
・図書館休館日

・無料法律相談（第１庁舎）

・３歳児健診（町コミュニティセンター）

・図書館休館日

・図書館休館日

・図書館休館日

・固定資産税１期納期限

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

お問い合わせ  与那原町社会福祉協議会  ☎945-3016

　「フードドライブ」とは、ご家庭で余っている食品をご寄付いた
だき、それを必要としている方に提供する“食のボランティア”です。
　「たくさんもらって余っている」「賞味期限までに食べられそう
にない」など、ご家庭に眠っている食品はありませんか？　その１
品を必要としている方がいます。ぜひご協力をお願いします。

フードドライブにご協力ください

▶受付窓口／与那原町社会福祉協議会
　　　　　　与那原町字上与那原16-2　第１庁舎１F
▶受付日時／年末年始 ・ 祝日を除く　月～金　8:30～17：00

※賞味期限が３カ月以上あり未開封で常温  
　保存が可能な食品をお願いします。

● お米
● 乾麺
● レトルト食品
● 缶詰類
● 調味料類　など

ご寄付いただきたい食品

昭和の日

三月ウマチー

穀雨

琉球古典音楽家・宮城嗣長没（1944） 琉球古典音楽家・仲泊兼蒲没（1945）

サンフランシスコ講和条約発効

・ 春の交通安全運動（～15日）
・障害者相談サテライト窓口（交流センターひざし）

　沖縄県国際交流・人材育成財団では令和３年度の貸与奨学
生を募集しています。貸与終了後は返還しなければなりません。

 高校奨学生
▶応募資格／沖縄県内に住所を有する者の子弟で、高等学校・
　　　　　　専修学校高等過程などに在学している生徒
▶申込方法／出願書類を学校から受け取り、学校が定める提
　　　　　　出期日(おおむね４月中旬)までに学校へ提出
▶お問い合わせ／在学している学校の奨学金担当者
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山里　將浩

日本英語検定協会奨励賞
４年連続受賞

国･私立中高受験指導
県立上位進学校受験指導

マリンタウン東浜本校

英 検 準 会 場 登 録 団 体

↓相続・遺言に関することはこちらをチェック↓

相続・遺言おきなわ .com
http://souzokuigon-okinawa.com/

相続・遺言のお悩み解決します

～相続・遺言の相談は無料です～
お気軽にご相談ください。（要予約）

与那原町字東浜２３番地２
（ローソン与那原東浜店となり）

←QRコードか
「相続 遺言 きゃん」
で検索してアクセス

営業時間
平日AM9:00〜PM5:30TEL 882-8177

無　料
相　談

月号月号44

〒901-1302　与那原町字上与那原372-1

ヒカリ塗装工業

 098-911-0557
事務所：与那原町字東浜62-33
営業所 : 与那原町字与那原 2662

総合塗装・防水・改修工事
沖縄県知事許可（般）第13543号

090-9656-8006
代表取締役 儀間博光（一級技能士）

（株）

TEL
FAX

司法書士法人

URL  https://www.owjc.ac.jp/
TEL（098）882-9002 FAX（098）882-8901

〒901-1304  沖縄県島尻郡与那原町東浜１番地

総合ビジネス学科

児 童 教 育学 科

ビジネス心理コース
観光ホスピタリティコース

初等教育コース
心理教育・福祉教育コース

一日も早く
　マスク取って

　　  風を感じたい

一日も早く
　マスク取って

　　  風を感じたい
与那古浜公園「希望のサクラ」開花…13ページ
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